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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置と、該表示装置の前面側で動作する可動演出部材を備えた可動演出ユニットを
備える遊技機であって、
　前記可動演出ユニットは、第１可動演出ユニットと第２可動演出ユニットと、を含み、
　前記第１可動演出ユニットは、
　第１可動演出部材と、
　前記第１可動演出部材を前記表示装置の表示面に沿って動作する第１駆動機構と、
　を備え、
　前記第２可動演出ユニットは、
　前記第２可動演出部材と、
　前記第２可動演出部材を前記表示面に沿って動作する第２駆動機構と、
　を備え、
　前記第１可動演出部材は、
　前記第２可動演出部材よりも前記表示面の中央側へ移動可能であり、
　前記第１駆動機構により前記表示装置の表示面に沿って動作される台座部と、
　前記台座部に回動軸を介して回動可能に軸着された第１装飾部材と、
　前記第１装飾部材に設けられたガイド軸と、を備え、
　前記第２可動演出部材は、前記第１可動演出部材の前側に位置し、
　前記第１可動演出部材及び前記第２可動演出部材は、前記表示面の左右一側の第１初期
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位置から左右方向に沿って前記表示面の中央側へ動作可能であり、
　前記第１可動演出ユニットに、前記台座部の動作方向に沿って配設され、前記ガイド軸
の上下位置を変化させて案内可能なガイド部を有するガイド部材を備え、
　前記ガイド軸を前記台座部の動作方向に対して垂直な方向に沿って前記回動軸と重なら
ない位置に配し、前記ガイド部を前記台座部の動作に伴って前記回動軸と前記ガイド軸と
の前記台座部の動作方向に対して垂直な方向の距離が変化するように前記ガイド軸を案内
するように構成することで、前記台座部の動作に伴って前記第１装飾部材が回動し、
　前記ガイド部は、前記第１可動演出部材が前記第２可動演出部材の動作範囲よりも前記
表示面の中央側へ移動した位置で前記ガイド軸の上下位置を変化させるように案内して、
前記第１装飾部材を前記第１初期位置における当該第１装飾部材の状態である常態位置か
ら回動させるようにしたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記可動演出ユニットは、第３可動演出ユニットを含み、
　前記第１可動演出ユニットは、
　前記台座部を動作方向に沿って案内する第１スライド機構を備え、
　前記第２可動演出ユニットは、
　前記第２可動演出部材を動作方向に沿って案内する第２スライド機構を備え、
　前記第３可動演出ユニットは、
　第３可動演出部材と、
　該第３可動演出部材を前記表示面に沿って動作する第３駆動機構と、
　該第３可動演出部材を動作方向に沿って案内する第３スライド機構と、を備え、
　前記第３可動演出部材は、前記表示面の左右他側の第２初期位置から左右方向に沿って
前記表示面の中央側へ動作可能であり、
　前記第１駆動機構、前記第２駆動機構及び前記第３スライド機構を前記表示面の上下一
側に配設するとともに、前記第１スライド機構、前記第２スライド機構及び前記第３駆動
機構を前記表示面の上下他側に配設するようにしたことを特徴とする請求項１に記載の遊
技機。
【請求項３】
　前記第１可動演出部材は、前記第１装飾部材を前記常態位置に戻すように付勢する付勢
部材を備えることを特徴とする請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記第１装飾部材は、前記表示面における表示と関連した演出を行う演出表示部を備え
ることを特徴とする請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記表示面において、複数の識別情報を変動表示する変動表示ゲームを表示し、当該変
動表示ゲームの結果が予め定められた特別結果態様となる場合に遊技者に遊技価値を付与
する特別遊技状態を発生する制御手段を備え、
　前記制御手段は、前記第１駆動機構、前記第２駆動機構及び前記第３駆動機構を制御し
、前記第１可動演出部材、前記第２可動演出部材及び前記第３可動演出部材を前記複数の
識別情報の変動表示と関連して動作することを特徴とする請求項２から４の何れか一項に
記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置と、該表示装置の前面側で動作する可動演出部材を備えた可動演出
ユニットを備える遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の遊技機では、表示部の表示内容と関連した演出が行われる大型の可動演出部材が
センターケースに配設されるものがある。このような可動演出部材は、表示部の表示内容



(3) JP 5455811 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

に応じた形状とされたり、装飾が施されたりしている。また、変動表示状態、リーチ状態
、大当り状態等の遊技状態により、表示部側へ動作して遊技の演出を行い、その興趣や期
待感を高めるように構成されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２７９２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種の可動部材は、より複雑な可動態様を持たせることで遊技者の興趣が増大し、特
段な装飾演出効果を奏することとなる。しかし、可動部材に複雑な可動態様を持たせよう
とすれば、可動部材を駆動するための駆動源のサイズアップや駆動機構の複雑化を招くこ
とになる。駆動源のサイズアップや駆動機構の複雑化は、コスト増につながる。また、駆
動源のサイズアップや駆動機構の複雑化によって、駆動源及び駆動機構の配置スペースが
大きくなれば、結果として可動部材の演出が制限されてしまい、効果的な演出ができなく
なってしまう。
【０００５】
　本発明の目的は、表示装置と、該表示装置の前面側で動作する可動演出部材を備えた可
動演出ユニットを備える遊技機において、簡便な構造で効果的な演出ができるようにする
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、表示装置と、該表示装置の前面
側で動作する可動演出部材を備えた可動演出ユニットを備える遊技機であって、
　前記可動演出ユニットは、第１可動演出ユニットと第２可動演出ユニットと、を含み、
　前記第１可動演出ユニットは、
　第１可動演出部材と、
　前記第１可動演出部材を前記表示装置の表示面に沿って動作する第１駆動機構と、
　を備え、
　前記第２可動演出ユニットは、
　前記第２可動演出部材と、
　前記第２可動演出部材を前記表示面に沿って動作する第２駆動機構と、
　を備え、
　前記第１可動演出部材は、
　前記第２可動演出部材よりも前記表示面の中央側へ移動可能であり、
　前記第１駆動機構により前記表示装置の表示面に沿って動作される台座部と、
　前記台座部に回動軸を介して回動可能に軸着された第１装飾部材と、
　前記第１装飾部材に設けられたガイド軸と、を備え、
　前記第２可動演出部材は、前記第１可動演出部材の前側に位置し、
　前記第１可動演出部材及び前記第２可動演出部材は、前記表示面の左右一側の第１初期
位置から左右方向に沿って前記表示面の中央側へ動作可能であり、
　前記第１可動演出ユニットに、前記台座部の動作方向に沿って配設され、前記ガイド軸
の上下位置を変化させて案内可能なガイド部を有するガイド部材を備え、
　前記ガイド軸を前記台座部の動作方向に対して垂直な方向に沿って前記回動軸と重なら
ない位置に配し、前記ガイド部を前記台座部の動作に伴って前記回動軸と前記ガイド軸と
の前記台座部の動作方向に対して垂直な方向の距離が変化するように前記ガイド軸を案内
するように構成することで、前記台座部の動作に伴って前記第１装飾部材が回動し、
　前記ガイド部は、前記第１可動演出部材が前記第２可動演出部材の動作範囲よりも前記
表示面の中央側へ移動した位置で前記ガイド軸の上下位置を変化させるように案内して、



(4) JP 5455811 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

前記第１装飾部材を前記第１初期位置における当該第１装飾部材の状態である常態位置か
ら回動させるようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　ここで、表示装置は、液晶表示装置、ＣＲＴ、ＥＬディスプレイ、７セグ、ＬＥＤドッ
トマトリクスなど情報を表示するものであれば良い。
　また、第１駆動機構は、モータやソレノイドなどの電気的駆動源を有し、当該電気的駆
動源の駆動力により台座部の動作を行うものである。
【０００８】
　請求項１に記載の発明によれば、ガイド軸を台座部の動作方向に対して垂直な方向に沿
って回動軸と重ならない位置に配し、ガイド部を台座部の動作に伴って回動軸とガイド軸
との台座部の動作方向に対して垂直な方向の距離が変化するようにガイド軸を案内するよ
うに構成することで、台座部の動作に伴って第１装飾部材が回動するようにしたので、簡
便な構造で効果的な演出ができ遊技の興趣を向上させることができる。すなわち、台座部
の移動に伴う第１装飾部材の表示面に沿った動作と、台座部に対する第１装飾部材の回動
動作とを一つの駆動機構により実現でき、簡便な構造とすることができる。また、ガイド
部によるガイド軸の案内態様を予め設定することで、第１装飾部材を表示面に沿って動作
させる過程における任意の位置で第１装飾部材に所望の回動動作をさせることが容易にで
き、複雑な動きを簡便な構造により実現することができる。さらに、第１駆動機構による
台座部の移動量を制御するだけでこのような複雑な動きを実現できるため、制御の負担も
軽減することができる。
　また、ガイド部は、第１可動演出部材が第２可動演出部材の動作範囲よりも表示面の中
央側へ移動した位置でガイド軸の上下位置を変化させるように案内して、第１装飾部材を
第１初期位置における当該第１装飾部材の状態である常態位置から回動させるように構成
されているので、遊技者から第１装飾部材が視認可能な状態となってから第１装飾部材の
回動動作が行われるようになり、効果的に演出を行うことができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の遊技機であって、前記可動演出ユニットは
、第３可動演出ユニットを含み、
　前記第１可動演出ユニットは、
　前記台座部を動作方向に沿って案内する第１スライド機構を備え、
　前記第２可動演出ユニットは、
　前記第２可動演出部材を動作方向に沿って案内する第２スライド機構を備え、
　前記第３可動演出ユニットは、
　第３可動演出部材と、
　該第３可動演出部材を前記表示面に沿って動作する第３駆動機構と、
　該第３可動演出部材を動作方向に沿って案内する第３スライド機構と、を備え、
　前記第３可動演出部材は、前記表示面の左右他側の第２初期位置から左右方向に沿って
前記表示面の中央側へ動作可能であり、
　前記第１駆動機構、前記第２駆動機構及び前記第３スライド機構を前記表示面の上下一
側に配設するとともに、前記第１スライド機構、前記第２スライド機構及び前記第３駆動
機構を前記表示面の上下他側に配設するようにしたことを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、第１駆動機構、第２駆動機構及び第３スライド機構を
表示面の上下一側に配設するとともに、第１スライド機構、第２スライド機構及び第３駆
動機構を表示面の上下他側に配設するようにしたので、簡便な構造で効果的な演出ができ
遊技の興趣を向上させることができる。また、複数の可動演出部材を効率よく配設できる
。すなわち、表示面の左右一側に配される第１可動演出部材と第２可動演出部材は、それ
ぞれ駆動機構やスライド機構を同じ側に配設することで効率よく配設することができ、他
の可動装置や装飾装置の配置に制約を与えないようにすることができる。また、表示面の
左右他側に配される第３可動演出部材は、第１可動演出部材や第２可動演出部材とは駆動
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機構やスライド機構の配置が上下逆の配置となるので、これらの駆動機構やスライド機構
と配設位置が干渉せず、効率よく配設することができる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の遊技機であって、前記第１可動演出部材は
、前記第１装飾部材を前記常態位置に戻すように付勢する付勢部材を備えることを特徴と
する。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、第１可動演出部材は、第１装飾部材を常態位置に戻す
ように付勢する付勢部材を備えるので、第１装飾部材を第１初期位置に収容できなくなる
不具合の発生を防止することができる。また、第１可動演出部材の動作時における第１装
飾部材のがたつきを防止することができる。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の遊技機であって、前記第１装飾部材は、前
記表示面における表示と関連した演出を行う演出表示部を備えることを特徴とする。
【００１６】
　請求項４に記載の発明によれば、第１装飾部材は表示面における表示と関連した演出を
行う演出表示部を備えるので、効果的な演出を行うことができる。
【００１７】
　請求項５に記載の発明は、請求項２から４の何れか一項に記載の遊技機であって、前記
表示面において、複数の識別情報を変動表示する変動表示ゲームを表示し、当該変動表示
ゲームの結果が予め定められた特別結果態様となる場合に遊技者に遊技価値を付与する特
別遊技状態を発生する制御手段を備え、
　前記制御手段は、前記第１駆動機構、前記第２駆動機構及び前記第３駆動機構を制御し
、前記第１可動演出部材、前記第２可動演出部材及び前記第３可動演出部材を前記複数の
識別情報の変動表示と関連して動作することを特徴とする。
【００１８】
　請求項５に記載の発明によれば、制御手段は、第１駆動機構、第２駆動機構及び第３駆
動機構を制御し、第１可動演出部材、第２可動演出部材及び第３可動演出部材を複数の識
別情報の変動表示と関連して動作するので、効果的な演出を行うことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ガイド軸を台座部の動作方向に対して垂直な方向に沿って回動軸と重
ならない位置に配し、ガイド部を台座部の動作に伴って回動軸とガイド軸との台座部の動
作方向に対して垂直な方向の距離が変化するようにガイド軸を案内するように構成するこ
とで、台座部の動作に伴って第１装飾部材が回動するようにしたので、簡便な構造で効果
的な演出ができ遊技の興趣を向上させることができる。すなわち、台座部の移動に伴う第
１装飾部材の表示面に沿った動作と、台座部に対する第１装飾部材の回動動作とを一つの
駆動機構により実現でき、簡便な構造とすることができる。また、ガイド部によるガイド
軸の案内態様を予め設定することで、第１装飾部材を表示面に沿って動作させる過程にお
ける任意の位置で第１装飾部材に所望の回動動作をさせることが容易にでき、複雑な動き
を簡便な構造により実現することができる。さらに、駆動機構による台座部の移動量を制
御するだけでこのような複雑な動きを実現できるため、制御の負担も軽減することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態の遊技機を前面側から見た斜視図である。
【図２】遊技盤の正面図である。
【図３】センターケースの前面側から見た分解斜視図である。
【図４】後方構成部材の正面図である。
【図５】後方構成部材の前面側から見た分解斜視図でる。
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【図６】第１可動演出ユニットの正面図である。
【図７】第１可動演出ユニットの前面側から見た斜視図である。
【図８】第１可動演出ユニットの前面側から見た分解斜視図である。
【図９】第１可動演出部材の前面側から見た分解斜視図である。
【図１０】第１可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図１１】第１可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図１２】第１可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図１３】第１装飾部材の動作を説明するための正面図である。
【図１４】第１装飾部材の動作を説明するための正面図である。
【図１５】第２可動演出ユニットの前面側から見た分解斜視図である。
【図１６】第２可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図１７】第２可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図１８】第３可動演出ユニットの前面側から見た分解斜視図である。
【図１９】第３可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図２０】第３可動演出部材の動作を説明するための正面図及び裏面図である。
【図２１】可動演出ユニットによる演出の実行態様を説明するための図である。
【図２２】可動演出ユニットによる演出の実行態様を説明するための図である。
【図２３】回転役物の正面図である。
【図２４】回転役物の前面側から見た斜視図である。
【図２５】回転体の右側面側から見た分解斜視図である。
【図２６】回転体の裏面側から見た斜視図である。
【図２７】回転体の右側面側から見た斜視図である。
【図２８】回転役物の裏面側から見た分解斜視図である。
【図２９】回転役物の前面側から見た分解斜視図である。
【図３０】第１特別変動入賞装置が閉鎖した状態の前方構成部材の正面図である。
【図３１】第１特別変動入賞装置が開放した状態の前方構成部材の正面図である。
【図３２】第１特別変動入賞装置が閉鎖した状態の前方構成部材の前面側から見た斜視図
である。
【図３３】第１特別変動入賞装置が開放した状態の前方構成部材の前面側から見た斜視図
である。
【図３４】前方構成部材及び駆動ユニットの前面側から見た斜視図である。
【図３５】前方構成部材の前面側から見た分解斜視図である。
【図３６】前方構成部材の前面側から見た分解斜視図である。
【図３７】前方構成部材の裏面側から見た分解斜視図である。
【図３８】前方構成部材の上部の前面側から見た分解斜視図である。
【図３９】前方構成部材の上部の正面図である。
【図４０】前方構成部材の上部の裏面図である。
【図４１】前方構成部材の左部の裏面側から見た分解斜視図である。
【図４２】前方構成部材の左部の裏面図である。
【図４３】前方構成部材の左部の右方から見た断面図である。
【図４４】前方構成部材の左部の正面図であって、第１特別変動入賞装置に入賞した遊技
球の流下態様を説明するための図である。
【図４５】前方構成部材の左部の正面図であって、ワープ流路に流入した遊技球の流下態
様を説明するための図である。
【図４６】前方構成部材の下部の右方から見た断面図である。
【図４７】前方構成部材の下部の右方から見た断面図である。
【図４８】前方構成部材の下部の前面側から見た斜視図である。
【図４９】前方構成部材の下部の前面側から見た斜視図である。
【図５０】第１変形例の遊技機における案内流路の正面図である。
【図５１】第１変形例の遊技機における分岐流路の前面側から見た斜視図である。
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【図５２】第１変形例の遊技機における分岐流路の前面側から見た分解斜視図である。
【図５３】第１変形例の遊技機における案内流路での遊技球の流下態様を説明するための
図である。
【図５４】第１変形例の遊技機における案内流路を流下する遊技球に基づく演出を説明す
るための図である。
【図５５】第２変形例の遊技機における案内流路の正面図である。
【図５６】第２変形例の遊技機における案内流路の前面側から見た斜視図である。
【図５７】第２変形例の遊技機における案内流路の前面側から見た分解斜視図である。
【図５８】第２変形例の遊技機における案内流路での遊技球の流下態様を説明するための
図である。
【図５９】第３変形例の遊技機における（ａ）分岐流路の前面側から見た分解斜視図、（
ｂ）流入路形成部材の裏面側から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の好適な実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は、本発明の一実施
形態の遊技機の説明図である。
【００２２】
　本実施形態の遊技機１０は前面枠１２を備え、該前面枠１２は本体枠（外枠）１１にヒ
ンジ１３を介して開閉回動可能に組み付けられている。遊技盤３０（図２参照）は前面枠
１２の表側に形成された収納部（図示省略）に収納されている。また、前面枠（内枠）１
２には、遊技盤３０の前面を覆うカバーガラス（透明部材）１４を備えたガラス枠１５が
取り付けられている。
【００２３】
　また、ガラス枠１５の上部には、内部にランプ及びモータを内蔵した照明装置（ムービ
ングライト）１６や払出異常報知用のランプ（ＬＥＤ）１７が設けられている。また、ガ
ラス枠１５の左右には内部にランプ等を内蔵し装飾や演出のための発光をする枠装飾装置
１８や、音響（例えば、効果音）を発するスピーカ（上スピーカ）１９ａが設けられてい
る。さらに、前面枠１２の下部にもスピーカ（下スピーカ）１９ｂが設けられている。
【００２４】
　また、前面枠１２の下部には、図示しない打球発射装置に遊技球を供給する上皿２１、
遊技機１０の裏面側に設けられている球払出装置から払い出された遊技球が流出する上皿
球出口２２、上皿２１が一杯になった状態で払い出された遊技球を貯留する下皿２３及び
打球発射装置の操作部２４等が設けられている。さらに、上皿２１の上縁部には、遊技者
からの操作入力を受け付けるための操作スイッチを内蔵した演出ボタン２５が設けられて
いる。さらに、前面枠１２下部右側には、前面枠１２を開放したり施錠したりするための
鍵２６が設けられている。
【００２５】
　この実施形態の遊技機１０においては、遊技者が上記操作部２４を回動操作することに
よって、打球発射装置が、上皿２１から供給される遊技球を遊技盤３０前面の遊技領域３
２に向かって発射する。また、遊技者が演出ボタン２５を操作することによって、表示装
置４１（図２参照）における変動表示ゲーム（飾り特図変動表示ゲーム）において、遊技
者の操作を介入させた演出等を行わせることができる。さらに、上皿２１上方のガラス枠
１５の前面には、遊技者が隣接する球貸機から球貸しを受ける場合に操作する球貸ボタン
２７、球貸機のカードユニットからプリペイドカードを排出させるために操作する排出ボ
タン２８、プリペイドカードの残高を表示する残高表示部（図示省略）等が設けられてい
る。
【００２６】
〔遊技盤〕
　次に、図２を用いて遊技盤３０の一例について説明する。図２は、本実施形態の遊技盤
３０の正面図である。
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【００２７】
　遊技盤３０は、平板状の遊技盤本体３０ａの前面及び裏面に各種部材を取り付けること
により構成されている。遊技盤３０の表面には、ガイドレール３１で囲われた略円形状の
遊技領域３２が形成されている。遊技領域３２は、遊技盤３０の四隅に各々設けられた樹
脂製のサイドケース３３及びガイドレール３１に囲繞されて構成される。遊技領域３２に
は、ほぼ中央に表示装置４１を備えたセンターケース４０が配置されている。表示装置４
１は、センターケース４０に設けられた凹部に、センターケース４０の前面より奥まった
位置に取り付けられている。即ち、センターケース４０は表示装置４１の表示領域の周囲
を囲い、表示装置４１の表示面よりも前方へ突出するように形成されている。
【００２８】
　表示装置４１は、例えば、ＬＣＤ（液晶表示器）、ＣＲＴ（ブラウン管）、ＥＬディス
プレイ等の表示画面を有する装置で構成されている。なお、７セグ、ＬＥＤドットマトリ
クスなどを用いても良い。表示画面の画像を表示可能な領域（表示領域）には、複数の識
別情報（特別図柄）や特図変動表示ゲームを演出するキャラクタや演出効果を高める背景
画像等が表示される。表示装置４１の表示画面においては、識別情報として割り当てられ
た複数の特別図柄が変動表示（可変表示）されて、特図変動表示ゲームに対応した飾り特
図変動表示ゲームが行われる。また、表示画面には遊技の進行に基づく演出のための画像
（例えば、大当り表示画像、ファンファーレ表示画像、エンディング表示画像等）が表示
される。
【００２９】
　センターケース４０には、遊技の演出に連動して動作する可動演出ユニットをなす第１
可動演出ユニット１００、第２可動演出ユニット１５０、第３可動演出ユニット１８０、
回転役物２３０が設けられている。また、遊技球が転動可能なステージ部４１２や、種々
の装飾部材、発光部材が設けられている。さらに、センターケース４０の左上部には、前
後方向に沿った軸を中心に回動可能な可動片３４１を有する第１特別変動入賞装置３４０
が設けられている。この第１特別変動入賞装置３４０は、補助遊技としての特図変動表示
ゲームの結果如何によって回動し、第１大入賞口３４５を閉じた状態（遊技者にとって不
利な閉塞状態、図３０参照）から開放状態（遊技者にとって有利な状態、図３１参照）に
変換する。即ち、第１特別変動入賞装置３４０は、例えば、駆動装置としての第１大入賞
口ソレノイドにより駆動される可動片３４１によって開閉される第１大入賞口３４５を備
え、第１特別遊技状態中は、第１大入賞口３４５を閉じた状態から開いた状態に変換する
ことにより第１大入賞口３４５内への遊技球の流入を容易にさせ、遊技者に所定の遊技価
値（賞球）を付与するようになっている。なお、第１大入賞口３４５の内部（入賞領域）
には、当該第１大入賞口３４５に入った遊技球を検出する検出手段としての第１カウント
スイッチ３７３が配設されている。
【００３０】
　遊技領域３２のセンターケース４０の左側には、普通図柄始動ゲート（普図始動ゲート
）３４が設けられている。センターケース４０の左下側及び右下側には、合計四つの一般
入賞口３５が配置されている。これら一般入賞口３５、…には、各一般入賞口３５に入っ
た遊技球を検出するための入賞口スイッチが配設されている。
【００３１】
　また、センターケース４０の下方には、特図変動表示ゲームの開始条件を与える始動入
賞口３６が設けられ、その直下には上部に逆「ハ」の字状に開いて遊技球が流入し易い状
態に変換する一対の可動部材３７ｂ、３７ｂを備えるとともに内部に第２始動入賞口を有
する普通変動入賞装置（普電）３７が配設されている。
【００３２】
　普通変動入賞装置３７の一対の可動部材３７ｂ，３７ｂは、常時は遊技球の直径程度の
間隔をおいた閉じた閉状態（遊技者にとって不利な状態）を保持している。ただし、普通
変動入賞装置３７の上方には、始動入賞口３６が設けられているので、閉じた状態では遊
技球が入賞できないようになっている。そして、普図変動表示ゲームの結果が所定の停止
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表示態様となった場合には、駆動装置としての普電ソレノイドによって、逆「ハ」の字状
に開いて普通変動入賞装置３７に遊技球が流入し易い開状態（遊技者にとって有利な状態
）に変化させられるようになっている。
【００３３】
　さらに、普通変動入賞装置３７の下方には、特図変動表示ゲームの結果によって遊技球
を受け入れない状態と受け入れ易い状態とに変換可能な第２特別変動入賞装置（大入賞口
）３８が配設されている。
【００３４】
　第２特別変動入賞装置３８は、上端側が手前側に倒れる方向に回動して開放可能になっ
ているアタッカ形式の開閉扉３８ｃを有しており、補助遊技としての特図変動表示ゲーム
の結果如何によって第２大入賞口を閉じた状態（遊技者にとって不利な閉塞状態）から開
放状態（遊技者にとって有利な状態）に変換する。即ち、第２特別変動入賞装置３８は、
例えば、駆動装置としての第２大入賞口ソレノイドにより駆動される開閉扉３８ｃによっ
て開閉される第２大入賞口を備え、第２特別遊技状態中は、第２大入賞口を閉じた状態か
ら開いた状態に変換することにより第２大入賞口内への遊技球の流入を容易にさせ、遊技
者に所定の遊技価値（賞球）を付与するようになっている。なお、第２大入賞口の内部（
入賞領域）には、当該第２大入賞口に入った遊技球を検出する検出手段としての第２カウ
ントスイッチが配設されている。第２特別変動入賞装置３８の下方には、入賞口などに入
賞しなかった遊技球を回収するアウト口３９が設けられている。
【００３５】
　また、遊技領域３２の外側（例えば、遊技盤３０の上部）には、特図変動表示ゲームを
なす第１特図変動表示ゲームや第２特図変動表示ゲーム及び普図始動ゲート３４への入賞
をトリガとする普図変動表示ゲームを一箇所で実行する一括表示装置４２が設けられてい
る。
【００３６】
　一括表示装置４２は、７セグメント型の表示器（ＬＥＤランプ）等で構成された第１特
図変動表示ゲーム用の第１特図変動表示部（特図１表示器）４３及び第２特図変動表示ゲ
ーム用の第２特図変動表示部（特図２表示器）４４と、ＬＥＤランプで構成された普図変
動表示ゲーム用の変動表示部（普図表示器）と、同じくＬＥＤランプで構成された各変動
表示ゲームの始動記憶数報知用の記憶表示部を備える。また、一括表示装置４２には、大
当りが発生すると点灯して大当り発生を報知する第１遊技状態表示部（第１遊技状態表示
器）、時短状態が発生すると点灯して時短状態発生を報知する第２遊技状態表示部（第２
遊技状態表示器）、遊技機１０の電源投入時に大当りの確率状態が高確率状態となってい
るエラーを表示するエラー表示部（第３遊技状態表示器）、大当り時のラウンド数（第１
特別変動入賞装置３４０や第２特別変動入賞装置３８の開閉回数）を表示するラウンド表
示部が設けられている。
【００３７】
　特図１表示器４３と特図２表示器４４における特図変動表示ゲームは、例えば変動表示
ゲームの実行中、即ち、表示装置４１において飾り特図変動表示ゲームを行っている間は
、中央のセグメントを点滅駆動させて変動中であることを表示する。そして、ゲームの結
果が「はずれ」のときは、はずれの結果態様として例えば中央のセグメントを点灯状態に
し、ゲームの結果が「当り」のときは、当りの結果態様（特別結果態様）としてはずれの
結果態様以外の結果態様（例えば「３」や「７」の数字）を点灯状態にしてゲーム結果を
表示する。
【００３８】
　普図表示器は、変動中はランプを点滅させて変動中であることを表示する。そして、ゲ
ームの結果が「はずれ」のときは、例えばランプを消灯状態にし、ゲームの結果が「当り
」のときはランプを点灯状態にしてゲーム結果を表示する。
【００３９】
　特図１保留表示器は、特図１表示器４３の変動開始条件となる始動入賞口３６への入賞



(10) JP 5455811 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

球数のうち未消化の球数（始動記憶数＝保留数）を表示する。具体的には、保留数が「０
」のときは４つのランプを全て消灯状態にし、保留数が「１」のときはランプ１のみを点
灯状態にする。また、保留数が「２」のときはランプ１と２を点灯状態にし、保留数が「
３」のときはランプ１と２と３を点灯状態にし、保留数が「４」のときは４つのランプ１
～４をすべて点灯状態にする。特図２保留表示器は、特図２表示器４４の変動開始条件と
なる第２始動入賞口（普通変動入賞装置３７）の始動記憶数（＝保留数）を、特図１保留
表示器と同様にして表示する。
【００４０】
　普図保留表示器は、普図表示器の変動開始条件となる普図始動ゲート３４の始動記憶数
（＝保留数）を表示する。例えば保留数が「０」のときはランプ１と２を消灯状態にし、
保留数が「１」のときはランプ１のみを点灯状態にする。また、保留数が「２」のときは
ランプ１と２を点灯状態にし、保留数が「３」のときはランプ１を点滅、ランプ２を点灯
状態にし、保留数が「４」のときはランプ１と２を点滅状態にする。
【００４１】
　第１遊技状態表示器は、例えば通常の遊技状態の場合にはランプを消灯状態にし、大当
りが発生している場合にはランプを点灯状態にする。第２遊技状態表示器は、例えば通常
の遊技状態の場合にはランプを消灯状態にし、時短状態が発生している場合にはランプを
点灯状態にする。
【００４２】
　エラー表示器は、例えば遊技機１０の電源投入時に大当りの確率状態が低確率状態の場
合にはランプを消灯状態にし、遊技機１０の電源投入時に大当りの確率状態が高確率状態
の場合にはランプを点灯状態にする。
【００４３】
　ラウンド表示部は、例えば、通常の遊技状態の場合にはランプを消灯状態にし、大当り
が発生した場合にはその大当りのラウンド数に対応するランプ（２ラウンドｏｒ１５ラウ
ンド）を点灯状態にする。なお、ラウンド表示部は７セグメント型の表示器で構成しても
よい。
【００４４】
　本実施形態の遊技機１０では、図示しない発射装置から遊技領域３２に向けて遊技球（
パチンコ球）が打ち出されることによって遊技が行われる。打ち出された遊技球は、遊技
領域３２内の各所に配置された障害釘や風車７０等の方向転換部材によって転動方向を変
えながら遊技領域３２を流下し、普図始動ゲート３４、一般入賞口３５、始動入賞口３６
、普通変動入賞装置３７、第１特別変動入賞装置３４０又は第２特別変動入賞装置３８に
入賞するか、遊技領域３２の最下部に設けられたアウト口３９へ流入し遊技領域から排出
される。そして、一般入賞口３５、始動入賞口３６、普通変動入賞装置３７、第１特別変
動入賞装置３４０又は第２特別変動入賞装置３８に遊技球が入賞すると、入賞した入賞口
の種類に応じた数の賞球が、払出制御装置によって制御される払出ユニットから、前面枠
１２の上皿２１又は下皿２３に排出される。
【００４５】
　一方、普図始動ゲート３４内には、該普図始動ゲート３４を通過した遊技球を検出する
ための非接触型のスイッチなどからなるゲートスイッチが設けられており、遊技領域３２
内に打ち込まれた遊技球が普図始動ゲート３４内を通過すると、ゲートスイッチにより検
出されて普図変動表示ゲームが行われる。また、普図変動表示ゲームを開始できない状態
、例えば、既に普図変動表示ゲームが行われ、その普図変動表示ゲームが終了していない
状態や、普図変動表示ゲームが当って普通変動入賞装置３７が開状態に変換されている場
合に、普図始動ゲート３４を遊技球が通過すると、普図始動記憶数の上限数未満でならば
、普図始動記憶数が加算（＋１）されて普図始動記憶が１つ記憶されることとなる。この
普図始動入賞の記憶数は、一括表示装置４２の普図保留表示器に表示される。また、普図
始動記憶には、普図変動表示ゲームの当りはずれを決定するための当り判定用乱数値が記
憶されるようになっていて、この当り判定用乱数値が判定値と一致した場合に、当該普図
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変動表示ゲームが当りとなって特定の結果態様（特定結果）が導出されることとなる。
【００４６】
　普図変動表示ゲームは、一括表示装置４２に設けられた変動表示部（普図表示器）で実
行されるようになっている。普図表示器は、普通識別情報（普図、普通図柄）として点灯
状態の場合に当たりを示し、消灯状態の場合にはずれを示すＬＥＤから構成され、このＬ
ＥＤを点滅表示することで普通識別情報の変動表示を行い、所定の変動表示時間の経過後
、ＬＥＤを点灯又は消灯することで結果を表示するようになっている。なお、普通識別情
報として例えば数字、記号、キャラクタ図柄などを用い、これを所定時間変動表示させた
後、停止表示させることにより行うように構成しても良い。この普図変動表示ゲームの停
止表示が特定結果となれば、普図の当りとなって、普通変動入賞装置３７の一対の可動部
材３７ｂが所定時間（例えば、０．３秒間）開放される開状態となる。これにより、普通
変動入賞装置３７の内部の第２始動入賞口へ遊技球が入賞し易くなり、第２特図変動表示
ゲームが実行される回数が多くなる。
【００４７】
　普図始動ゲート３４への通過検出時に抽出した普図乱数値が当たり値であるときには、
普図表示器に表示される普通図柄が当り状態で停止し、当り状態となる。このとき、普通
変動入賞装置３７は、内蔵されている普電ソレノイドが駆動されることにより、可動部材
３７ｂが所定の時間（例えば、０．３秒間）だけ開放する状態に変換され、遊技球の入賞
が許容される。
【００４８】
　始動入賞口３６への入賞球及び普通変動入賞装置３７への入賞球は、それぞれは内部に
設けられた始動口１スイッチと始動口２スイッチによって検出される。始動入賞口３６へ
入賞した遊技球は第１特図変動表示ゲームの始動入賞球として検出され、４個を限度に記
憶されるとともに、普通変動入賞装置３７へ入賞した遊技球は第２特図変動表示ゲームの
始動入賞球として検出され、４個を限度に記憶される。また、この始動入賞球の検出時に
それぞれ大当り乱数値や大当り図柄乱数値、並びに各変動パターン乱数値が抽出され、抽
出された乱数値は、遊技盤３０の裏面に設けられた遊技制御装置内の特図記憶領域（ＲＡ
Ｍの一部）に特図始動記憶として各々所定回数（例えば、最大で４回分）を限度に記憶さ
れる。そして、この特図始動記憶の記憶数は、一括表示装置４２の始動入賞数報知用の記
憶表示部（特図１保留表示器、特図２保留表示器）に表示されるとともに、センターケー
ス４０の表示装置４１においても表示される。
【００４９】
　遊技制御装置は、始動入賞口３６若しくは普通変動入賞装置３７への入賞、又はそれら
の始動記憶に基づいて、特図表示器（変動表示装置）４３又は４４で第１又は第２特図変
動表示ゲームを行う。第１特図変動表示ゲーム及び第２特図変動表示ゲームは、複数の特
別図柄（特図、識別情報）を変動表示したのち、所定の結果態様を停止表示することで行
われる。また、表示装置４１にて各特図変動表示ゲームに対応して複数種類の識別情報（
例えば、数字、記号、キャラクタ図柄など）を変動表示させる飾り特図変動表示ゲームが
実行されるようになっている。そして、特図変動表示ゲームの結果として、特図１表示器
４３若しくは特図２表示器４４の表示態様が特別結果態様となった場合には、大当りとな
って第１特別遊技状態もしくは第２特別遊技状態（いわゆる、大当り状態）となる。また
、これに対応して表示装置４１の表示態様も特別結果態様となる。
【００５０】
　また、遊技盤３０の裏面には、遊技制御装置から送信される情報に基づき、表示装置４
１における飾り特図変動表示ゲームや演出表示の制御、遊技盤３０、前面枠１２に備えら
れた各種の演出装置の動作の制御を行う演出制御装置が設けられている。表示装置４１に
おける飾り特図変動表示ゲームは、例えば前述した数字等で構成される飾り特別図柄（識
別情報）が左（第一特別図柄）、右（第二特別図柄）、中（第三特別図柄）の順に変動表
示を開始して、所定時間後に変動している図柄を順次停止させて、特図変動表示ゲームの
結果を表示することで行われる。また、表示装置４１では、特図始動記憶数に対応する飾
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り特別図柄による変動表示ゲームを行うとともに、興趣向上のためにキャラクタの出現な
ど多様な演出表示が行われる。
【００５１】
　なお、特図１表示器４３、特図２表示器４４は、別々の表示器でも良いし同一の表示器
でも良いが、各々独立して、また、同時には実行しないように各特図変動表示ゲームが表
示される。また、表示装置４１も、第１特図変動表示ゲームと第２特図変動表示ゲームで
別々の表示装置や別々の表示領域を使用するとしても良いし、同一の表示装置や表示領域
を使用するとしても良いが、各々独立して、また、同時には実行しないように飾り特図変
動表示ゲームが表示される。また、遊技機１０に特図１表示器４３、特図２表示器４４を
備えずに、表示装置４１のみで特図変動表示ゲームを実行するようにしても良い。また、
第２特図変動表示ゲームは、第１特図変動表示ゲームよりも優先して実行されるようにな
っている。即ち、第１特図変動表示ゲームと第２特図変動表示ゲームの始動記憶がある場
合であって、特図変動表示ゲームの実行が可能となった場合は、第２特図変動表示ゲーム
が実行されるようになっている。
【００５２】
　また、第１特図変動表示ゲーム（第２特図変動表示ゲーム）が開始可能な状態で、且つ
、始動記憶数が０の状態で、始動入賞口３６（若しくは、普通変動入賞装置３７）に遊技
球が入賞すると、始動権利の発生に伴って始動記憶が記憶されて、始動記憶数が１加算さ
れるととともに、直ちに始動記憶に基づいて、第１特図変動表示ゲーム（第２特図変動表
示ゲーム）が開始され、この際に始動記憶数が１減算される。一方、第１特図変動表示ゲ
ーム（第２特図変動表示ゲーム）が直ちに開始できない状態、例えば、既に第１若しくは
第２特図変動表示ゲームが行われ、その特図変動表示ゲームが終了していない状態や、特
別遊技状態となっている場合に、始動入賞口３６（若しくは、普通変動入賞装置３７）に
遊技球が入賞すると、始動記憶数が上限数未満ならば、始動記憶数が１加算されて始動記
憶が１つ記憶されることになる。そして、始動記憶数が１以上となった状態で、第１特図
変動表示ゲーム（第２特図変動表示ゲーム）が開始可能な状態（前回の特図変動表示ゲー
ムの終了若しくは特別遊技状態の終了）となると、始動記憶数が１減算されるとともに、
記憶された始動記憶に基づいて第１特図変動表示ゲーム（第２特図変動表示ゲーム）が開
始される。以下の説明においては、第１特図変動表示ゲームと第２特図変動表示ゲームを
区別しない場合は、単に特図変動表示ゲームと称する。
【００５３】
　なお、特に限定されるわけではないが、上記始動入賞口３６内の始動口１スイッチ、普
通変動入賞装置３７内の始動口２スイッチ、ゲートスイッチ、一般入賞口スイッチ、カウ
ントスイッチには、磁気検出用のコイルを備え該コイルに金属が近接すると磁界が変化す
る現象を利用して遊技球を検出する非接触型の磁気近接センサ（以下、近接スイッチと称
する）が使用されている。遊技機１０のガラス枠１５等に設けられた前枠開放検出スイッ
チや前面枠（遊技枠）１２等に設けられた遊技枠開放検出スイッチには、機械的な接点を
有するマイクロスイッチを用いることができる。
【００５４】
〔センターケース〕
　次に、センターケース４０の詳細について説明する。なお、以下の説明における前後、
左右、上下方向は、遊技盤３０を遊技機１０に取り付けた状態における遊技機１０の前後
、左右、上下方向と同一とする。図３に示すように、センターケース４０は遊技盤本体３
０ａの前面側に取り付けられる前方構成部材５０と、遊技盤本体３０ａの裏面側に取り付
けられる後方構成部材６０とから構成されている。
【００５５】
〔後方構成部材〕
　図３から図５に示すように後方構成部材６０は、前方に開口した凹部６１ａを有する略
矩形箱状の後方ベース部材６１を有しており、この後方ベース部材６１には、ねじ穴やね
じ止め部、位置決めのためのボス、ボスを受け入れる凹部やリブを受け入れるスリットな
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どが形成され、各種部材を適切な位置に固定できるようになっている。また、後方ベース
部材６１の前端には、側壁６１ｂに対して垂直に外側に向かって延出する鍔状の固定部６
１ｅが形成されており、後方構成部材６０を遊技盤本体３０ａの裏面の所定位置に固定で
きるようになっている。また、後方ベース部材６１の後壁６１ｃには、前後に貫通する貫
通孔６１ｄが形成されている。この貫通孔６１ｄは、後方ベース部材６１の後方に取り付
けられる表示装置４１の表示面４５を視認可能とするものである。
【００５６】
　後方ベース部材６１の後壁６１ｃの裏面に取り付けられる表示装置４１は、後方ベース
部材６１の後壁６１ｃの略全体を覆うことのできる表示面４５を有する液晶表示装置を備
えている。この表示装置４１は、表示面４５が前側となるように取り付けられることで、
後方ベース部材６１に形成された貫通孔６１ｄを介して表示面４５の画像が遊技盤３０の
前方から視認可能となるようにされている。
【００５７】
　後方ベース部材６１の凹部６１ａの内部には貫通孔６１ｄを囲むように、上部に回転役
物２３０が配され、右側には後方から装飾部材６２、第１可動演出ユニット１００及び第
２可動演出ユニット１５０が配され、左側には後方から装飾部材６３、第３可動演出ユニ
ット１８０、流路形成部材２２０が配されている。これら回転役物２３０や各可動演出ユ
ニット、装飾部材６２，６３、流路形成部材２２０には、本実施形態の遊技機１０のテー
マに合わせて槍を模した装飾が施されている。また、回転役物２３０、第１可動演出ユニ
ット１００、第２可動演出ユニット１５０及び第３可動演出ユニット１８０は、電気的駆
動源により動作可能であるとともにＬＥＤが内蔵されており、遊技の進行に応じて動作や
発光による演出を行う。
【００５８】
〔第１可動演出ユニット〕
　図５から図１４に示すように、第１可動演出ユニット１００は、第１可動演出部材１４
０と、第１可動演出部材１４０の下方に配され、第１可動演出部材１４０を表示装置４１
の表示面４５に沿って動作する第１駆動機構１１０と、第１可動演出部材１４０の上方に
配され、第１可動演出部材１４０を動作方向に沿って案内する第１スライド機構１３１を
有する上スライドガイド部材１３０と、を備える。
【００５９】
　図５に示すように、第１駆動機構１１０は、後方ベース部材６１における貫通孔６１ｄ
の下方に位置する第１駆動機構取付部６１ｆに取り付けられるようになっている。図８に
示すように、この第１駆動機構１１０は、後方ベース部材６１に固定されるとともに、第
１駆動機構１１０を構成する各種部材を取り付ける第１ベース部材１１１を備える。
【００６０】
　この第１ベース部材１１１の前面右側における上部は、第１可動演出部材１４０を左右
方向に沿ってスライド可能に支持する第１スライドレール１１２を取り付けるための第１
スライドレール取付部１１１ａとされている。第１スライドレール１１２は、第１ベース
部材１１１に固定される固定される固定側レール１１２ａと、該固定側レール１１２ａに
対し摺動自在に配設された移動側レール１１２ｂと、を備え、移動側レール１１２ｂが第
１可動演出部材１４０の動作方向である左右方向に沿って摺動するように固定側レール１
１２ａが第１スライドレール取付部１１１ａに固定される。
【００６１】
　移動側レール１１２ｂの前面には、下面にラック１１３ａが形成された第１ラック部材
１１３が取り付けられており、これにより、ラック１１３ａが第１可動演出部材１４０の
動作方向である左右方向に沿って延在するように配される。この第１ラック部材１１３の
前面右側に形成された固定部１１３ｂには、第１可動演出部材１４０の台座部１４１の下
端に形成された接続部１４１ａが固定される。そして、第１ベース部材１１１の前面右側
における下部であって、この第１ラック部材１１３の下方となる位置は、第１ラック部材
１１３を駆動する第１ギアユニット１１４を取り付ける第１ギアユニット取付部１１１ｂ
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とされている。第１ギアユニット１１４は、ラック１１３ａと噛み合うギア１１４ａと、
このギア１１４ａを駆動する電気的駆動源をなすステッピングモータ１１４ｂを備えてお
り、ステッピングモータ１１４ｂを駆動して第１ラック部材１１３を左右方向に沿ってス
ライド駆動することで、第１可動演出部材１４０を左右方向に沿って動作できるようにさ
れている。この第１ギアユニット１１４のステッピングモータ１１４ｂは、制御手段をな
す演出制御装置により制御される。
【００６２】
　また、第１ラック部材１１３の右端上部には、第１ベース部材１１１の前面の右端の検
出センサ取付部１１１ｃに取り付けられる図示しない検出センサにより検出可能な検出片
１１３ｃが形成されている。検出センサは、発光部と受光部とが所定の間隔をおいて対向
して配された光センサであり、第１可動演出部材１４０が初期状態での位置である動作範
囲の右端となる第１初期位置にある場合には、検出片１１３ｃが発光部と受光部との間に
挿入されるようになっている。なお、検出センサからの検出信号は演出制御装置に入力さ
れるようになっている。これにより、第１可動演出部材１４０が第１初期位置にあるか否
かを検出できるようになっている。
【００６３】
　また、第１ラック部材１１３の前面左側の上部には、前方へ突出する平板状のケーブル
押え部１１３ｄが形成されている。このケーブル押え部１１３ｄの下方には、ケーブル押
え部材１１５が隣接して取り付けられるようになっており、ケーブル押え部１１３ｄとケ
ーブル押え部材１１５とで、第１可動演出部材１４０から左方へ延出するフラットケーブ
ル１１６を挟み込むことで固定するようになっている。
【００６４】
　フラットケーブル１１６は、後述するように第１可動演出部材１４０に設けられた基板
１４５（図９参照）と、図５や図６に示すように第１ベース部材１１１の下部に設けられ
た基板１１７とを接続するものである。第１可動演出部材１４０は第１ベース部材１１１
に対して左右に動作するため、フラットケーブル１１６は、第１ベース部材１１１の前面
左側のケーブル収納部１１１ｄと、その前面に取り付けられるケーブルガイド部材１１８
と、により形成される空間内に撓んだ状態で配設される。
【００６５】
　図７に示すように基板１１７の上面には、フラットケーブル１１６を接続するコネクタ
１１７ａの他、演出制御装置に接続（他の中継基板を介する場合もある）するための配線
を接続するコネクタ１１７ｂ、ＬＥＤ１１７ｃを備えている。すなわち、基板１１７は、
中継基板としての機能をなすとともに上方へ向けて光を照射することによる装飾基板とし
ての機能をなす。この基板１１７は、第１ベース部材１１１の前面中央下部に形成された
基板固定部１１１ｅにより後端が固定されるとともに、前端左側がケーブルガイド部材１
１８の前面に基板押え部材１１８ａにより固定され、前端右側が第１ギアユニット１１４
の前面に基板押え部材１１４ｃにより固定される。また、ケーブルガイド部材１１８の前
面左側には、後述する流路形成部材２２０を固定するための取付部１１８ｂが形成されて
いる。
【００６６】
　また、図６から図８に示すように、第１ギアユニット１１４の上部には、ガイド部材１
１９が取り付けられている。ガイド部材１１９には前後に貫通するスリット状のガイド部
１１９ａが左右方向に延在するように形成され、このガイド部１１９ａに第１可動演出部
材１４０の第１装飾部材１４２に形成されたガイド軸１４４ｆが摺動可能に挿通されてお
り、第１可動演出部材１４０の動作に伴いガイド軸１４４ｆがガイド部１１９ａに沿って
移動するようになっている。ガイド部１１９ａは、第１初期位置側となる右端から所定範
囲は第１可動演出部材１４０の動作方向と平行であり、その先は左端へ向かって下るよう
に傾斜し、表示面４５の中央側となる左端は右端よりも下側に位置するようになっている
。このように形成されたガイド部１１９ａによりガイド軸１４４ｆが案内されることで、
後述するように第１可動演出部材１４０の第１装飾部材１４２が動作範囲の終端近傍で前
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面側から見て反時計回り方向に回動するようになる。また、ガイド部材１１９の前面中央
には、前後に貫通するスリット状のガイド部１１９ａが形成されたガイド部材１１９の変
形を防止するガイド押え部材１１９ｂが、ガイド部１１９ａを跨ぐように取り付けられて
いる。
【００６７】
　図５から図８に示すように、第１可動演出部材１４０の上方には、第１可動演出部材１
４０を動作方向に沿って案内する第１スライド機構１３１を有する上スライドガイド部材
１３０が配される。図５に示すように、上スライドガイド部材１３０は、後方ベース部材
６１における貫通孔６１ｄの上方に位置する上スライドガイド部材配設部６１ｇに取り付
けられるようになっている。なお、図７に示すように、上スライドガイド部材１３０のう
ち、後側半分が第１可動演出部材１４０を動作方向である左右方向に沿って案内する第１
スライド機構１３１をなし、前側半分が後述する第２可動演出部材１７０を動作方向であ
る左右方向に沿って案内する第２スライド機構１３２をなす。
【００６８】
　第１スライド機構１３１は、第１可動演出部材１４０の動作方向である左右方向に沿っ
て延在する下方に開口した溝部を有し、この溝部に第１可動演出部材１４０の台座部１４
１の上端に形成された板状のスライド部１４１ｂが摺動可能に嵌合するようになっている
。これにより、第１可動演出部材１４０の上部が溝部に沿って案内されることとなる。ま
た、第２スライド機構１３２も、第２可動演出部材１７０の動作方向である左右方向に沿
って延在する下方に開口した溝部を有し、この溝部に第２可動演出部材１７０のスライド
ベース部材１７１の上端に形成されたスライド部１７１ｃが摺動可能に嵌合するようにな
っている。これにより、第２可動演出部材１７０の上部が溝部に沿って案内されることと
なる。
【００６９】
　図９に示すように、第１可動演出部材１４０は、第１駆動機構により表示面４５に沿っ
て駆動される台座部１４１と、台座部１４１に回動軸１４１ｃを介して回動可能に軸着さ
れた第１装飾部材１４２とを備える。
【００７０】
　台座部１４１の下端部には、第１駆動機構１１０の第１ラック部材１１３に形成された
固定部１１３ｂに対してねじにより固定される接続部１４１ａが形成されている。また、
台座部１４１の上端部には、上スライドガイド部材１３０の第１スライド機構１３１に形
成された溝部に摺動可能に嵌合し、第１可動演出部材１４０の動作方向に沿って案内され
る板状のスライド部１４１ｂが形成されている。すなわち、台座部１４１は表示面４５に
沿って左右方向に移動可能である。
【００７１】
　また、台座部１４１の前面であって、接続部１４１ａの直上には第１装飾部材１４２を
回動可能に支持する回動軸１４１ｃが前方に延出するように設けられている。さらに、台
座部１４１の前面であって回動軸１４１ｃの上方には、回動軸１４１ｃを中心に回動する
第１装飾部材１４２の動作を補助するとともに回動範囲を規制する第１補助軸１４１ｄが
前方へ延出するように設けられている。また、台座部１４１の前面であって第１補助軸１
４１ｄの上方には、回動軸１４１ｃを中心に回動する第１装飾部材１４２の動作を補助す
るとともに回動範囲を規制する第２補助軸１４６を挿通する挿通孔１４１ｅが形成されて
いる。
【００７２】
　また、台座部１４１の前面であって、回動軸１４１ｃと接続部１４１ａの間には、第１
装飾部材１４２を付勢するねじりコイルばね１４７を取り付けるための保持軸１４１ｆと
挿通軸１４１ｇが前方に延出するように形成されている。
【００７３】
　第１装飾部材１４２は、前面側に配される前面装飾部材１４３と、前面装飾部材１４３
の裏面側を覆うように配される後方ベース部材１４４と、前面装飾部材１４３と後方ベー
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ス部材１４４により形成される空間内に配される基板１４５とを備える。
【００７４】
　前面装飾部材１４３には、遊技者が視認可能な前面側に装飾が施されているとともに、
表示面４５における表示と関連した演出を行う演出表示部として、主表示部１４３ａと、
主表示部１４３ａの周囲に配された副表示部１４３ｂが設けられている。主表示部１４３
ａと副表示部１４３ｂにはレンズ部材が取り付けられており、前面装飾部材１４３の裏面
に配される基板１４５には、この主表示部１４３ａと副表示部１４３ｂに対応する位置に
ＬＥＤ１４５ａが配されている。これにより、表示面４５における表示と関連して光によ
る演出を行うことができるようになっている。なお、基板１４５の主表示部１４３ａに対
応する位置には、副表示部１４３ｂに対応する位置よりも多くのＬＥＤ１４５ａが配され
ており、より強い発光が可能である。また、基板１４５には、第１ベース部材１１１の下
部に設けられた基板１１７と接続するためのフラットケーブル１１６を取り付けるための
コネクタ１４５ｂが設けられている。
【００７５】
　後方ベース部材１４４は、前面装飾部材１４３と略同じ形状をしており、下端部の左側
に形成されたガイド軸形成部１４４ｅを除き前面装飾部材１４３により前面側が覆われる
ようになっている。後方ベース部材１４４には、基板１４５を収容する基板収容部１４４
ａが形成されている。この基板収容部１４４ａには、基板１４５をねじにより固定するた
めのねじ止め部１４４ｂや位置決め部１４４ｃが形成されている。また、後方ベース部材
１４４の下端部の中央には、前後に貫通する軸受部１４４ｄが形成されており、この軸受
部１４４ｄに台座部１４１に設けられた回動軸１４１ｃを挿通することで第１装飾部材１
４２が回動軸１４１ｃを中心として回動可能に軸支される。
【００７６】
　軸受部１４４ｄの左下部には、ガイド軸形成部１４４ｅが形成されている。このガイド
軸形成部１４４ｅの前面には、前方へ延出するガイド軸１４４ｆが形成されており、この
ガイド軸１４４ｆがガイド部材１１９のガイド部１１９ａに挿通される。すなわち、ガイ
ド軸１４４ｆを台座部１４１の動作方向（左右方向）に対して垂直な方向（上下方向）に
沿って回動軸１４１ｃと重ならない位置に配している。
【００７７】
　また、図９、図１３、図１４に示すように、ガイド軸形成部１４４ｅの下面には、回動
軸１４１ｃを中心に回動可能な第１装飾部材１４２を前面側から見て時計回り方向に付勢
する付勢手段をなすねじりコイルばね１４７の一端１４７ａが当接するようになっている
。このねじりコイルばね１４７の他端１４７ｂは、台座部１４１の下端部近傍に形成され
た保持軸１４１ｆに取り付けられて台座部１４１に保持され、ねじりコイルばね１４７の
コイル部分１４７ｃは、保持軸１４１ｆに隣接して台座部１４１に形成された挿通軸１４
１ｇが挿通されて台座部１４１に保持されるようになっている。また、保持軸１４１ｆ、
挿通軸１４１ｇの後端には、ねじりコイルばね１４７を取り付けた後にばね押え部材１４
８が取り付けられ、ねじりコイルばね１４７が外れないようにされる。
【００７８】
　また、後方ベース部材１４４には、第１補助軸１４１ｄ、第２補助軸１４６が配設され
る位置に対応して、それぞれ前後に貫通する円弧状の開口部を有する第１補助連結部１４
４ｇ、第２補助連結部１４４ｈを備える。第１補助連結部１４４ｇの開口部には、裏面側
から台座部１４１に設けられた第１補助軸１４１ｄが挿通される。第１補助連結部１４４
ｇに挿通された第１補助軸１４１ｄの前端には、図示しない保持部材が取り付けられ、第
１補助連結部１４４ｇと第１補助軸１４１ｄとが摺動可能に連結される。また、第２補助
連結部１４４ｈの開口部には、前面側から前端に第２補助連結部１４４ｈの開口部を通過
不能な端部が形成された第２補助軸１４６が挿通される。さらに、第２補助連結部１４４
ｈに挿通した第２補助軸１４６を台座部１４１の挿通孔１４１ｅに前面側から挿通し、台
座部１４１の裏面側からＥリング１４９を取り付けて抜けないように保持することで、第
２補助連結部１４４ｈと第２補助軸１４６とが摺動可能に連結される。
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【００７９】
　この第１補助連結部１４４ｇの開口部及び第２補助連結部１４４ｈの開口部は、回動軸
１４１ｃを中心とする円の円弧に沿うように形成されている。よって、第１装飾部材１４
２の回動に伴い、第１補助連結部１４４ｇ、第２補助連結部１４４ｈが、第１補助軸１４
１ｄ、第２補助軸１４６と連結した状態で摺動する。これにより、下端部に回動軸１４１
ｃが挿通される第１装飾部材１４２の上部における回動動作が補助され、第１装飾部材１
４２を円滑に動作することが可能となる。
【００８０】
　また、第１補助連結部１４４ｇの開口部及び第２補助連結部１４４ｈの開口部は、第１
装飾部材１４２の回動範囲に合わせて形成されている。すなわち、図１３や図１４に示す
ように、第１装飾部材１４２が回動範囲の一端に位置する場合は、第１補助軸１４１ｄ、
第２補助軸１４６が、第１補助連結部１４４ｇの開口部及び第２補助連結部１４４ｈの開
口部の一端に位置し、これ以上の回動を規制するようになっている。
【００８１】
　次に、図１０から図１４を参照して以上のような構成を有する第１可動演出ユニット１
００の動作について説明する。なお、図１０から図１４では、説明のために前面装飾部材
１４３や基板１４５、第１ギアユニット１１４などは省略している。
【００８２】
　第１可動演出部材１４０の左右方向の動作の制御は、演出制御装置が遊技の進行に合わ
せてステッピングモータ１１４ｂを制御することにより行う。また、第１装飾部材１４２
の回動動作は、第１可動演出部材１４０の左右方向の動作に伴ってガイド部１１９ａがガ
イド軸１４４ｆの上下位置を変化させることで行われるので、第１可動演出部材１４０の
動作を制御することで制御する。
【００８３】
　図１０（ａ）には第１可動演出部材１４０が第１初期位置にある状態の正面図、図１０
（ｂ）には同じ状態での裏面図を示した。また、図１３には、この状態における第１可動
演出部材１４０近傍の拡大図を示した。第１可動演出部材１４０が第１初期位置にある場
合は、第１装飾部材１４２は回動範囲における時計回り方向側の端部である常態位置に配
される。この状態では、ガイド部１１９ａによりガイド軸１４４ｆの上下位置が第１装飾
部材１４２を常態位置とする高さに保持されることにより、第１装飾部材１４２が常態位
置に保持される。また、第１補助軸１４１ｄは第１補助連結部１４４ｇの左端に位置し、
第２補助軸１４６は第２補助連結部１４４ｈの左端に位置する状態となり、これによって
も第１装飾部材１４２の時計回り方向への回動は規制される。
【００８４】
　なお、ガイド部１１９ａとガイド軸１４４ｆ、第１補助軸１４１ｄと第１補助連結部１
４４ｇ、第２補助軸１４６と第２補助連結部１４４ｈは、円滑に摺動するように多少の遊
びを持たせている。このため、図１３に示すように、台座部１４１に取り付けられたねじ
りコイルばね１４７の一端１４７ａをガイド軸形成部１４４ｅの下面に当接させ、第１装
飾部材１４２を時計回り方向に付勢することで、第１装飾部材１４２のがたつきを防止し
ている。また、第１可動演出部材１４０が第１初期位置にある場合は、第１ラック部材１
１３に形成された検出片１１３ｃが、第１ベース部材１１１の前面右端の検出センサ取付
部１１１ｃに取り付けられる図示しない検出センサにより検出可能な位置に配される。
【００８５】
　図１１（ａ）には、第１可動演出部材１４０が第１初期位置から第１装飾部材１４２が
回動を始める位置の手前まで移動した状態の正面図、図１１（ｂ）には同じ状態での裏面
図を示した。この位置までは、ガイド部１１９ａは第１可動演出部材１４０の動作方向と
平行にガイド軸１４４ｆを案内するようになっており、第１装飾部材１４２は常態位置の
まま左右方向に沿って移動する。
【００８６】
　図１２（ａ）には、第１可動演出部材１４０が動作範囲の終端まで移動した状態の正面
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図、図１２（ｂ）には、同じ状態での裏面図を示した。また、図１４には、この状態にお
ける第１可動演出部材１４０近傍の拡大図を示した。図１１に示す状態から図１２に示す
状態までの間に、ガイド部１１９ａはガイド軸１４４ｆを徐々に下方へ案内する。回動軸
１４１ｃは台座部１４１に設けられているため上下位置は変わらないので、回動軸１４１
ｃとガイド軸１４４ｆとの台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向の距離が変化する
（増加する）ようにガイド軸１４４ｆが案内されることとなる。これに伴い第１装飾部材
１４２はねじりコイルばね１４７の付勢力に抗して徐々に回動する。そして、図１２に示
す状態では、最大限回動した状態となる。このときの第１可動演出部材１４０の位置は、
表示面４５の略中央となっている。
【００８７】
　この状態では、ガイド部１１９ａによりガイド軸１４４ｆの上下位置が第１装飾部材１
４２を常態位置とする高さより低い位置に保持されることにより、第１装飾部材１４２が
回動した状態で保持される。また、第１補助軸１４１ｄは第１補助連結部１４４ｇの右端
に位置し、第２補助軸１４６は第２補助連結部１４４ｈの右端に位置する状態となる。こ
れにより、第１装飾部材１４２の反時計回り方向への回動が規制される。また、図１４に
示すように、台座部１４１に取り付けられたねじりコイルばね１４７の付勢力に抗して第
１装飾部材を回動させたことにより、第１装飾部材１４２は常態位置へ戻る方向の付勢力
を強く受けているが、ガイド部１１９ａがガイド軸１４４ｆを保持しているため、第１装
飾部材１４２は回動した状態で保持される。
【００８８】
　第１可動演出部材１４０を元の位置に戻す際には、上述の過程と逆の過程を経る。この
とき、ねじりコイルばね１４７が第１装飾部材１４２を常態位置へ戻す方向へ付勢してい
るため、第１装飾部材１４２が回動した状態から容易に常態位置へ戻すことができ、第１
装飾部材１４２を第１初期位置に収容できなくなる不具合の発生を防止できる。
【００８９】
　第１可動演出部材１４０の動作をこのようにすることで、簡便な構造で効果的な演出が
でき遊技の興趣を向上させることができる。すなわち、台座部１４１の移動に伴う第１装
飾部材１４２の表示面４５に沿った動作と、台座部１４１に対する第１装飾部材１４２の
回動動作とを一つの駆動機構により実現でき、簡便な構造とすることができる。また、ガ
イド部１１９ａによるガイド軸１４４ｆの案内態様を適切に設計することで、第１装飾部
材１４２を表示面４５に沿って動作させる過程における任意の位置で第１装飾部材１４２
に所望の回動動作をさせることが容易にでき、複雑な動きを簡便な構造により実現するこ
とができる。さらに、第１駆動機構１１０による台座部１４１の移動量を制御するだけで
このような複雑な動きを実現できるため、制御の負担も軽減することができる。
【００９０】
　以上のことから、表示装置４１と、該表示装置４１の前面側で動作する可動演出部材を
備えた可動演出ユニットを備える遊技機であって、可動演出ユニットは、第１可動演出ユ
ニット１００を含み、第１可動演出ユニット１００は、第１可動演出部材１４０と、第１
可動演出部材１４０を表示装置４１の表示面４５に沿って動作する第１駆動機構１１０と
、を備え、第１可動演出部材１４０は、第１駆動機構１１０により表示装置４１の表示面
４５に沿って動作される台座部１４１と、台座部１４１に回動軸１４１ｃを介して回動可
能に軸着された第１装飾部材１４２と、第１装飾部材１４２に設けられたガイド軸１４４
ｆと、を備え、第１可動演出ユニット１００に、台座部１４１の動作方向に沿って配設さ
れ、ガイド軸１４４ｆを案内するガイド部１１９ａを有するガイド部材１１９を備え、ガ
イド軸１４４ｆを台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向に沿って回動軸１４１ｃと
重ならない位置に配し、ガイド部１１９ａを台座部１４１の動作に伴って回動軸１４１ｃ
とガイド軸１４４ｆとの台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向の距離が変化するよ
うにガイド軸１４４ｆを案内するように構成することで、台座部１４１の動作に伴って第
１装飾部材１４２が回動するようにしたこととなる。
【００９１】
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　また、第１可動演出部材１４０は、第１装飾部材１４２を常態位置に戻すように付勢す
る付勢部材（ねじりコイルばね１４７）を備えていることとなる。
【００９２】
〔第２可動演出ユニット〕
　図３から図５、図１５から図１７に示すように、第２可動演出ユニット１５０は、第２
可動演出部材１７０と、第２可動演出部材１７０の下方に配され、第２可動演出部材１７
０を表示面４５に沿って動作する第２駆動機構１６０と、第２可動演出部材１７０の上方
に配され、第２可動演出部材１７０を動作方向に沿って案内する第２スライド機構１３２
を有する上スライドガイド部材１３０と、を備える。
【００９３】
　図１５に示すように、第２駆動機構１６０は、第２駆動機構１６０を構成する各種部材
を取り付ける第２ベース部材１６１を備える。この第２ベース部材１６１の前面には、第
２可動演出部材１７０を左右方向に沿ってスライド可能に支持する第２スライドレール１
６２を取り付けるための第２スライドレール取付部１６１ａが設けられている。また、第
２ベース部材１６１の右端部には、第１駆動機構１１０の第１ベース部材１１１（図８参
照）の前面左端に形成された第２ベース部材取付部１１１ｆに固定するための固定部１６
１ｂが設けられている。固定部１６１ｂは、第２スライドレール取付部１６１ａに対して
垂直に後方に延出した延出部１６１ｃの後端に設けられている。これにより、第２スライ
ドレール取付部１６１ａは、第１スライドレール取付部１１１ａやガイド部材１１９の前
方に平行に重なるように配される。
【００９４】
　また、固定部１６１ｂに隣接する位置には、第２可動演出部材１７０が左右方向に沿っ
た移動範囲の右端を越えて右方へ移動しないように規制する第１規制部材１６１ｄが前方
へ突出するように形成されている。さらに、第２スライドレール取付部の上部には、第２
可動演出部材１７０が左右方向に沿った移動範囲の左端を越えて左方へ移動しないように
規制する第２規制部材１６１ｅが上方へ突出するように形成されている。
【００９５】
　第２スライドレール１６２は、第２ベース部材１６１に固定される固定側レール１６２
ａと、該固定側レール１６２ａに対し摺動自在に配設された移動側レール１６２ｂと、を
備え、移動側レール１６２ｂが第２可動演出部材１７０の動作方向である左右方向に沿っ
て摺動するように固定側レール１６２ａが第２スライドレール取付部１６１ａに固定され
る。
【００９６】
　移動側レール１６２ｂの前面には、下面にラック１６３ａが形成された第２ラック部材
１６３が取り付けられており、これにより、ラック１６３ａが第２可動演出部材１７０の
動作方向である左右方向に沿って延在するように配される。この第２ラック部材１６３の
前面右側に形成された固定部１６３ｂには、第２可動演出部材１７０の下端に形成された
接続部１７１ｂが固定される。そして、第２ラック部材１６３の下方となる位置には、第
２ラック部材１６３を駆動する第２ギアユニット１６４が配される。
【００９７】
　この第２ギアユニット１６４は、第１ベース部材１１１（図８参照）の前面右側におけ
る下部であって、第１ギアユニット取付部１１１ｂの右側に隣接する位置の第２ギアユニ
ット取付部１１１ｇに取り付けられるようになっている。第２ギアユニット１６４は、ラ
ック１６３ａと噛み合うギア１６４ａと、このギア１６４ａを駆動する電気的駆動源をな
すステッピングモータ１６４ｂを備えており、ステッピングモータ１６４ｂを駆動して第
２ラック部材１６３を左右方向に沿ってスライド駆動することで、第２可動演出部材１７
０を左右方向に沿って動作できるようにされている。この第２ギアユニット１６４のステ
ッピングモータ１６４ｂは、制御手段をなす演出制御装置により制御される。
【００９８】
　第２可動演出部材１７０は、第２駆動機構１６０により表示面４５に沿って駆動される
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スライドベース部材１７１と、スライドベース部材１７１の前面に取り付けられる前面装
飾部材１７２、前面装飾部材１７２の裏面に配される基板１７３とを備える。
【００９９】
　スライドベース部材１７１は、中央部分が上下に延在する板状に形成され、この部分の
前面には前面装飾部材１７２をねじにより固定するための固定部１７１ａが形成されてい
る。また、スライドベース部材１７１の下端部には、第２駆動機構１６０の第２ラック部
材１６３に形成された固定部１６３ｂに対してねじにより固定される接続部１７１ｂが形
成されている。この接続部１７１ｂは、固定部１７１ａよりも前方に位置するように形成
されており、第２ラック部材１６３と接続した状態では、固定部１７１ａが第２スライド
レール取付部１６１ａよりも後方に配されるようになっている。これにより、第１スライ
ドレール取付部１１１ａやガイド部材１１９の前方に重なるように配される第２ベース部
材１６１に取り付けられたスライドベース部材１７１の固定部１７１ａを、第１可動演出
部材１４０の前面に近接して配設でき、前後に重なる複数の可動演出部材を効率よく収納
できる。
【０１００】
　また、スライドベース部材１７１の上端部には、上スライドガイド部材１３０の第２ス
ライド機構１３２に形成された溝部に摺動可能に嵌合し、第２可動演出部材１７０の動作
方向に沿って案内される板状のスライド部１７１ｃが形成されている。上スライドガイド
部材１３０は、第１可動演出部材１４０の上方に配されているため、スライド部１７１ｃ
は固定部１７１ａよりも後方の位置に形成されている。
【０１０１】
　また、スライドベース部材１７１の上部には、後方ベース部材６１に取り付けられる検
出センサ６１ｈ（図４参照）により検出可能な検出片１７１ｆを有する検出部材１７１ｅ
を取り付ける検出部材取付部１７１ｄが形成されている。検出センサ６１ｈは、発光部と
受光部とが所定の間隔をおいて対向して配された光センサであり、第２可動演出部材１７
０が初期状態での位置である動作範囲の右端となる第１初期位置にある場合には、検出片
１７１ｆが発光部と受光部との間に挿入されるようになっている。なお、検出センサ６１
ｈからの検出信号は演出制御装置に入力されるようになっている。これにより、第２可動
演出部材１７０が第１初期位置にあるか否かを検出できるようになっている。なお、この
第１初期位置は、上述した第１可動演出部材１４０の初期状態における位置でもある。す
なわち、初期状態では第１可動演出部材１４０の前方に第２可動演出部材が重なった状態
となる。
【０１０２】
　前面装飾部材１７２は、槍の先端を複数本上下に並べた形状の装飾が施されている。槍
を模した装飾の先端は、表示面４５の中央側となる左方に向いており、この先端部にはレ
ンズ部材１７２ａが取り付けられている。前面装飾部材１７２の裏面に配される基板１７
３には、このレンズ部材１７２ａに対応する位置にＬＥＤ１７３ａが配されている。これ
により、第２可動演出部材１７０の動作による演出に加えて光による演出を行うことがで
きる。また、基板１７３には、演出制御装置（中継基板を介する場合もある）に接続する
ための配線を接続するためのコネクタ１７３ｂが設けられている。
【０１０３】
　次に、以上のような構成を有する第２可動演出ユニット１５０の動作について説明する
。第２可動演出部材１７０は、第１可動演出部材１４０よりも前側の位置で左右方向に沿
って動作するようになっている。この第２可動演出部材１７０の左右方向の動作の制御は
、演出制御装置が遊技の進行に合わせてステッピングモータ１６４ｂを制御することによ
り行う。
【０１０４】
　図１６（ａ）には第２可動演出部材１７０が第１初期位置にある状態の正面図、図１６
（ｂ）には同じ状態での裏面図を示した。なお、図１６（ｂ）では、第２ベース部材１６
１を省略している。この状態では、スライドベース部材１７１の右側面の一部が第２ベー
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ス部材１６１に形成された第１規制部材１６１ｄに当接し、第２可動演出部材１７０の右
方への移動が規制されている。また、例えば図４に示すように第１可動演出部材１４０が
第１初期位置にあれば、第２可動演出部材１７０が第１可動演出部材１４０の前側に重な
って配される。さらに、この状態では、検出片１７１ｆが検出センサ６１ｈにより検出可
能な位置に配され、演出制御装置において第２可動演出部材１７０が第１初期位置にある
ことを認識可能である。
【０１０５】
　図１７（ａ）には第２可動演出部材１７０が移動範囲の左端にある状態の正面図、図１
７（ｂ）には同じ状態での裏面図を示した。なお、図１７（ｂ）では、第２ベース部材１
６１を省略している。この状態では、スライドベース部材１７１の左側面の一部が第２ベ
ース部材１６１に形成された第２規制部材１６１ｅに当接し、第２可動演出部材１７０の
左方への移動が規制されている。また、このときの第２可動演出部材１７０の位置は、第
１可動演出部材１４０の第１装飾部材１４２が回動を開始する位置よりも右側の位置とな
っている。よって、前後に重なるように配される第１可動演出部材１４０と第２可動演出
部材１７０とが同時に動作した場合であっても、第１装飾部材１４２が第２可動演出部材
１７０よりも表示面４５の中央側の位置で視認可能となってから回動を開始するようにな
り、効果的な演出が可能となる。
【０１０６】
　以上のことから、第１装飾部材１４２の動作を制御するガイド部１１９ａは、第１可動
演出部材１４０が第２可動演出部材１７０の動作範囲よりも表示面４５の中央側へ移動し
た位置で、第１装飾部材１４２を第１初期位置における当該第１装飾部材１４２の状態で
ある常態位置から回動させるように構成されていることとなる。
【０１０７】
〔第３可動演出ユニット〕
　図３から図５、図１８から図２０に示すように、第３可動演出ユニット１８０は、第３
可動演出部材２００と、第３可動演出部材２００の上方に配され、第３可動演出部材２０
０を表示面４５に沿って動作する第３駆動機構１９０と、第３可動演出部材２００の下方
に配され、第２可動演出部材２００を動作方向に沿って案内する第３スライド機構２１１
を有する下スライドガイド部材２１０と、を備える。なお、第３可動演出ユニット１８０
は、駆動機構とスライド機構の位置関係が上下逆であるが基本的には第２可動演出ユニッ
ト１５０と似た構成を有している。
【０１０８】
　図１８に示すように、第３駆動機構１９０は、第３駆動機構１９０を構成する各種部材
を取り付ける第３ベース部材１９１を備える。この第３ベース部材１９１は、後方ベース
部材６１（図５参照）における貫通孔６１ｄの左上方に位置する第３ベース部材配設部６
１ｉに取り付けられるようになっている。
【０１０９】
　第３ベース部材１９１の前面には、第３可動演出部材２００を左右方向に沿ってスライ
ド可能に支持する第３スライドレール１９２を取り付けるための第３スライドレール取付
部１９１ａが設けられている。ここに取り付けられる第３スライドレール１９２は、第３
ベース部材１９１に固定される固定側レール１９２ａと、該固定側レール１９２ａに対し
摺動自在に配設された移動側レール１９２ｂと、を備え、移動側レール１９２ｂが第３可
動演出部材２００の動作方向である左右方向に沿って摺動するように固定側レール１９２
ａが第３スライドレール取付部１９１ａに固定される。
【０１１０】
　移動側レール１９２ｂの前面には、上面にラック１９３ａが形成された第３ラック部材
１９３が取り付けられており、これにより、ラック１９３ａが第３可動演出部材２００の
動作方向である左右方向に沿って延在するように配される。この第３ラック部材１９３の
前面に形成された固定部１９３ｂには、第３可動演出部材２００の上端に形成された接続
部２０１ｂが固定される。そして、第３ラック部材１９３の上方となる位置には、第３ラ
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ック部材１９３を駆動する第３ギアユニット１９４が配される。
【０１１１】
　この第３ギアユニット１９４は、第３ベース部材１９１の前面であって、第３スライド
レール取付部１９１ａの上方に設けられた第３ギアユニット取付部１９１ｂに取り付けら
れるようになっている。第３ギアユニット１９４は、ラック１９３ａと噛み合うギア１９
４ａと、このギア１９４ａを駆動する電気的駆動源をなすステッピングモータ１９４ｂを
備えており、ステッピングモータ１９４ｂを駆動して第３ラック部材１９３を左右方向に
沿ってスライド駆動することで、第３可動演出部材２００を左右方向に沿って動作できる
ようにされている。この第３ギアユニット１９４のステッピングモータ１９４ｂは、制御
手段をなす演出制御装置により制御される。
【０１１２】
　また、第３ベース部材１９１における第３スライドレール取付部１９１ａの右方の端部
には、第３可動演出部材２００が左右方向に沿った移動範囲の右端を越えて右方へ移動し
ないように規制する第１規制部材１９１ｃが前方へ突出するように形成されている。この
第１規制部材１９１ｃは、移動側レール１９２ｂの右方への移動を規制するようになって
いる。また、後方ベース部材６１には、第３可動演出部材２００が左右方向に沿った移動
範囲の左端を越えて左方へ移動しないように規制する図示しない第２規制部材が形成され
ている。
【０１１３】
　第３可動演出部材２００は、第３駆動機構１９０により表示面４５に沿って駆動される
スライドベース部材２０１と、スライドベース部材２０１の前面に取り付けられる前面装
飾部材２０２、前面装飾部材２０２の裏面に配される基板２０３とを備える。
【０１１４】
　スライドベース部材２０１は、中央部分が上下に延在する板状に形成され、この部分の
前面には前面装飾部材２０２をねじにより固定するための固定部２０１ａが形成されてい
る。また、スライドベース部材２０１の上端部には、第３駆動機構１９０の第３ラック部
材１９３に形成された固定部１９３ｂに対してねじにより固定される接続部２０１ｂが形
成されている。
【０１１５】
　また、スライドベース部材２０１の下端部には、下スライドガイド部材２１０に形成さ
れた第３スライド機構２１１をなす溝部に摺動可能に嵌合し、第３可動演出部材２００の
動作方向に沿って案内される板状のスライド部２０１ｃが形成されている。図５に示すよ
うに、下スライドガイド部材２１０は、後方ベース部材６１における貫通孔６１ｄの下方
に位置する下スライドガイド部材配設部６１ｊに取り付けられるようになっている。図１
８に示すように、この下スライドガイド部材２１０は、第３可動演出部材２００の動作方
向である左右方向に沿って延在する上方に開口した第３スライド機構２１１をなす溝部を
有し、この溝部に板状のスライド部２０１ｃが摺動可能に嵌合するようになっている。こ
れにより、第３可動演出部材２００の下部が溝部に沿って案内されることとなる。
【０１１６】
　また、スライドベース部材２０１における固定部２０１ａの前方には、第３ギアユニッ
ト１９４におけるステッピングモータ１９４ｂの下方の位置となる検出センサ取付部１９
４ｃに取り付けられる検出センサ１９４ｄ（図４参照）により検出可能な検出片２０１ｅ
を有する検出部材２０１ｄが取り付けられる。検出センサ１９４ｄは、発光部と受光部と
が所定の間隔をおいて対向して配された光センサであり、第３可動演出部材２００が初期
状態での位置である動作範囲の左端となる第２初期位置にある場合には、検出片２０１ｅ
が発光部と受光部との間に挿入されるようになっている。なお、検出センサ１９４ｄから
の検出信号は演出制御装置に入力されるようになっている。これにより、第３可動演出部
材２００が第２初期位置にあるか否かを検出できるようになっている。また、第３ギアユ
ニット１９４の検出センサ取付部１９４ｃの右方には、後述する流路形成部材２２０を固
定するための取付部１９４ｅが形成されている。
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【０１１７】
　前面装飾部材２０２は、槍の先端を複数本上下に並べた形状の装飾が施されている。槍
を模した装飾の先端は、表示面４５の中央側となる右方に向いており、この先端部にはレ
ンズ部材２０２ａが取り付けられている。前面装飾部材２０２の裏面に配される基板２０
３には、このレンズ部材２０２ａに対応する位置にＬＥＤ２０３ａが配されている。これ
により、第３可動演出部材２００の動作による演出に加えて光による演出を行うことがで
きる。また、基板２０３には、演出制御装置（中継基板を介する場合もある）に接続する
ための配線を接続するためのコネクタ２０３ｂが設けられている。
【０１１８】
　すなわち、表示面４５の左右方向一側（右側）に配される第１可動演出部材１４０と第
２可動演出部材１７０は、駆動機構を下側に、スライド機構を上側に配設することで効率
よく配設し、他の可動装置や装飾装置の配置に制約を与えないようにしている。また、表
示面４５の左右方向他側（左側）に配される第３可動演出部材２００は、第１可動演出部
材１４０や第２可動演出部材１７０とは駆動機構やスライド機構の配置が上下逆の配置と
され、これらの駆動機構やスライド機構と配設位置が干渉しないように効率よく配設され
ている。
【０１１９】
　以上のことから、可動演出ユニットは、第２可動演出ユニット１５０及び第３可動演出
ユニット１８０を含み、第１可動演出ユニット１００は、台座部１４１を動作方向に沿っ
て案内する第１スライド機構１３１を備え、第２可動演出ユニット１５０は、第２可動演
出部材１７０と、該第２可動演出部材１７０を表示面４５に沿って動作する第２駆動機構
１６０と、該第２可動演出部材１７０を動作方向に沿って案内する第２スライド機構１３
２と、を備え、第３可動演出ユニット１８０は、第３可動演出部材２００と、該第３可動
演出部材２００を表示面４５に沿って動作する第３駆動機構１９０と、該第３可動演出部
材２００を動作方向に沿って案内する第３スライド機構２１１と、を備え、第２可動演出
部材１７０は、第１可動演出部材１４０の前側に位置し、第１可動演出部材１４０及び第
２可動演出部材１７０は、表示面４５の左右方向一側の第１初期位置から左右方向に沿っ
て表示面４５の中央側へ動作可能であり、第３可動演出部材２００は、表示面４５の左右
方向他側の第２初期位置から左右方向に沿って表示面４５の中央側へ動作可能であり、第
１駆動機構１１０、第２駆動機構１６０及び第３スライド機構２１１を表示面４５の上下
方向一側に配設するとともに、第１スライド機構１３１、第２スライド機構１３２及び第
３駆動機構１９０を表示面４５の上下方向他側に配設するようにしたこととなる。
【０１２０】
　次に、以上のような構成を有する第３可動演出ユニット１８０の動作について説明する
。第３可動演出部材２００は、第１可動演出部材１４０と略同じ前後位置で左右方向に沿
って動作するようになっている。この第３可動演出部材２００の左右方向の動作の制御は
、演出制御装置が遊技の進行に合わせてステッピングモータ１９４ｂを制御することによ
り行う。
【０１２１】
　図１９（ａ）には第３可動演出部材２００が第２初期位置にある状態の正面図、図１９
（ｂ）には同じ状態での裏面図を示した。なお、図１９（ｂ）では、第３ベース部材１９
１を省略している。この状態では、スライドベース部材２０１の右側面の一部が後方ベー
ス部材６１に形成された図示しない第２規制部材に当接し、第３可動演出部材２００の左
方への移動が規制されている。また、この状態では、検出片２０１ｅが図示しない検出セ
ンサにより検出可能な位置に配されており、演出制御装置において第３可動演出部材２０
０が第２初期位置にあることを認識可能である。
【０１２２】
　図２０（ａ）には第３可動演出部材２００が移動範囲の右端にある状態の正面図、図２
０（ｂ）には同じ状態での裏面図を示した。なお、図２０（ｂ）では、第３ベース部材１
９１を省略している。この状態では、スライドレール１９２の移動側レール１９２ｂの右
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端が、第３ベース部材１９１に形成された第１規制部材１９１ｃに当接し、第３可動演出
部材２００の右方への移動が規制されている。また、このときの第３可動演出部材２００
の位置は、第１可動演出部材１４０の動作範囲の左端よりも左側の位置となっている。よ
って、第１可動演出部材１４０と第３可動演出部材２００とが同時に動作した場合であっ
ても互いに干渉することがなく、効果的な演出が可能となる。
【０１２３】
　すなわち、上述したように、第１可動演出部材１４０は第１初期位置から表示面４５の
略中央まで移動可能であり、第２可動演出部材１７０は第１初期位置から第１可動演出部
材１４０の動作範囲より狭い範囲で表示面４５の中央側へ移動可能である。そして、第３
可動演出部材２００は第２初期位置から第１可動演出部材１４０の動作範囲の左端よりも
左側の位置まで移動可能である。
【０１２４】
　以上のことから、第１可動演出部材１４０は、第２可動演出部材１７０及び第３可動演
出部材２００よりも表示面４５の中央側へ移動可能であることとなる。
【０１２５】
〔流路形成部材〕
　図３から図５に示すように、後方ベース部材６１の凹部６１ａの内部であって第３可動
演出ユニット１８０の初期位置となる第２初期位置の前方には、流路形成部材２２０が配
されている。この流路形成部材２２０の上端部には後方ベース部材６１に形成された取付
部６１ｋに固定するための第１固定部２２０ａと、第３ギアユニット１９４に形成された
取付部１９４ｅ（図１８参照）に固定するための第２固定部２２０ｂが形成されている。
また、流路形成部材２２０の下端部には、第１ベース部材１１１のケーブルガイド部材１
１８の前面の取付部１１８ｂ（図８参照）に固定するための第３固定部２２０ｃが形成さ
れている。これらにより流路形成部材２２０が第２初期位置の前方に重なるように配置さ
れる。
【０１２６】
　また、流路形成部材２２０前面には、後述する前方構成部材５０の上部に設けられた第
１特別変動入賞装置３４０に流入して案内流路３６０を流下した遊技球が流入する後方案
内流路３８０を形成する後方案内流路形成部２２０ｄが形成されている。後方案内流路形
成部２２０ｄは、前側が開口した溝状に形成されており、遊技盤本体３０ａの裏面により
前側が閉鎖されることで、遊技球が流下可能な矩形筒状の後方案内流路３８０を形成する
ものである。
【０１２７】
　この後方案内流路３８０の上流側端部となる後方案内流路形成部２２０ｄの上端２２０
ｅは、前方構成部材５０の左側部に配された案内流路３６０の下流側端部３６０ｂ（図３
８参照）と連通するように右方に向けて開口している。そして、この上端２２０ｅから後
方ベース部材６１の凹部の左側の側壁６１ｂに沿うように下方に向かって延在し、後方案
内流路３８０の下流側端部となる後方案内流路形成部２２０ｄの下端２２０ｆは、後方ベ
ース部材６１の下側の側壁６１ｂに形成された開口６１ｍに臨み下方に向けて開口してい
る。この下端２２０ｆは、遊技盤本体３０ａの裏面に設けられた図示しない排出流路の上
流側端部と連通し、流下した遊技球が排出流路を通って遊技機１０の外部へ排出されるよ
うになっている。また、流路形成部材２２０の前面には、槍の形状を模した装飾部材２２
０ｇが取り付けられている。
【０１２８】
〔可動演出ユニットによる演出例１〕
　次に、可動演出ユニットによる演出について説明する。図２１には、可動演出ユニット
の動作に伴い、表示装置４１に表示される飾り特図変動表示ゲームの識別情報を変化させ
る演出の例を示した。表示装置４１における飾り特図変動表示ゲームは左表示領域４５ａ
、中表示領域４５ｂ、右表示領域４５ｃの各表示領域で識別情報を変動表示した後に停止
表示することで結果を表示するものである。
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【０１２９】
　まず、図２１（ａ）に示すように、各表示領域の識別情報を変動表示した後に、左表示
領域４５ａと右表示領域４５ｃの識別情報が異なるリーチ状態ではない態様で仮停止した
状態とする。仮停止した状態では、識別情報を揺れるように表示することで未だ完全に停
止していないことを示すようになっている。また、この状態では、第１可動演出部材１４
０、第２可動演出部材１７０は第１初期位置にあり、第３可動演出部材２００は第２初期
位置にある。
【０１３０】
　その後、図２１（ｂ）に示すように、第３可動演出部材２００が左表示領域４５ａの前
方に移動して識別情報を隠す状態となる。この状態で、左表示領域４５ａでは再度識別情
報の変動表示が行われる。そして、図２１（ｃ）に示すように、第３可動演出部材２００
が第２初期位置へ戻るとともに左表示領域４５ａの識別情報が仮停止した状態となる。
【０１３１】
　さらに、図２１（ｄ）に示すように、第２可動演出部材１７０が右表示領域４５ｃの前
方に移動して識別情報を隠す状態となる。この状態で、右表示領域４５ｃでは再度識別情
報の変動表示が行われる。そして、図２１（ｅ）に示すように、第２可動演出部材１７０
が第１初期位置へ戻るとともに右表示領域４５ｃの識別情報が仮停止した状態となる。こ
のとき、左表示領域４５ａの識別情報と、右表示領域４５ｃの識別情報は同じ識別情報と
されリーチ状態となる。
【０１３２】
　その後、図２１（ｆ）に示すように、第１可動演出部材１４０が中表示領域４５ｂの前
方に移動して識別情報を隠す状態となる。この状態で、中表示領域４５ｂでは再度識別情
報の変動表示が行われる。そして、図２１（ｇ）に示すように、第１可動演出部材１４０
が第１初期位置へ戻るとともに、左表示領域４５ａ、中表示領域４５ｂ、右表示領域４５
ｃの全てが停止して結果態様が表示される。
【０１３３】
　なお、図２１に示した例では、最終的に全ての表示領域が同じ識別情報となる特別結果
態様となっているが、はずれの結果態様となる場合もある。また、図２１（ａ）、（ｃ）
、（ｅ）の段階で識別情報を停止して、はずれの結果態様とすることも可能である。また
、第１可動演出部材１４０、第２可動演出部材１７０、第３可動演出部材２００それぞれ
が動作する位置を、左表示領域４５ａ、中表示領域４５ｂ、右表示領域４５ｃの前方とせ
ず、識別情報の再度の変動表示を視認可能としても良い。また、第１可動演出部材１４０
の動作範囲を左表示領域４５ａまで移動できる範囲とし、第１可動演出部材１４０が前方
に移動した表示領域で再度の変動表示を行うようにしても良い。また、全ての表示領域の
識別情報を仮停止した状態から演出を開始するとしたが、変動表示中や変動開始時など任
意のタイミングで演出を開始するようにしても良い。
【０１３４】
　以上のことから、表示面４５において、複数の識別情報を変動表示する変動表示ゲーム
を表示し、当該変動表示ゲームの結果が予め定められた特別結果態様となる場合に遊技者
に遊技価値を付与する特別遊技状態を発生する制御手段（遊技制御装置、演出制御装置）
を備え、制御手段は、第１駆動機構１１０、第２駆動機構１６０及び第３駆動機構１９０
を制御し、第１可動演出部材１４０、第２可動演出部材１７０及び第３可動演出部材２０
０を複数の識別情報の変動表示と関連して動作するようにしていることとなる。
【０１３５】
〔可動演出ユニットによる演出例２〕
　図２２には、第１可動演出部材１４０に設けられた演出表示部をなす主表示部１４３ａ
、副表示部１４３ｂを用いた演出の例を示した。まず、各表示領域の識別情報の変動表示
した後に仮停止した状態とする。このとき、リーチ状態で仮停止しても良いし、リーチ状
態はない態様で仮停止しても良い。
【０１３６】
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　その後、図２２（ａ）に示すように、第１可動演出部材１４０を表示面４５の中央側へ
移動する。このとき、第１可動演出部材１４０の第１装飾部材１４２が回動を開始する位
置の手前まで移動する。また、飾り特図変動表示ゲームは表示面４５の左上にリーチ状態
で表示する。このとき第１装飾部材１４２の主表示部１４３ａ、副表示部１４３ｂは消灯
（図中では白色で表示）している。
【０１３７】
　そして、図２２（ｂ）に示すように、遊技者に演出ボタン２５を押すように促す表示を
表示面４５に表示するとともに、遊技者が演出ボタン２５を押すたびに、第１可動演出部
材１４０へ向けて球が発射される演出表示を表示面４５で行う。発射された球が第１可動
演出部材１４０に到達すると第１装飾部材１４２の副表示部１４３ｂを順次点灯（図中で
は黒色で表示）される。図２２（ｃ）に示すように、副表示部１４３ｂが全て点灯するこ
とにより大当りであることが報知され、飾り特図変動表示ゲームが特別結果態様で停止す
る。また、このとき主表示部１４３ａを点灯しても良い。
【０１３８】
　なお、図２２に示した例では、最終的に全ての副表示部１４３ｂが点灯して大当りであ
ることが報知された場合を示したが、結果がはずれである場合は、最終的に全ての副表示
部１４３ｂが点灯せずはずれの結果態様が表示される。また、全ての表示領域の識別情報
を仮停止した状態から演出を開始するとしたが、変動表示中や変動開始時など任意のタイ
ミングで演出を開始するようにしても良い。
【０１３９】
　以上のことから、第１装飾部材１４２は、表示面４５における表示と関連した演出を行
う演出表示部（主表示部１４３ａ、副表示部１４３ｂ）を備えていることとなる。
【０１４０】
〔回転役物〕
　図３から図５、図２３から図２９に示すように、回転役物２３０は、遊技情報を報知表
示する報知表示領域２７０をなす周面形成部材２５１や装飾を行う間隙装飾領域２７１を
なす間隙２５０ａを備えた円筒形状の回転体２５０と、回転体２５０を内部から照らす発
光手段２４０と、回転体２５０を回転駆動する回転駆動機構２６０と、回転体２５０を回
転可能に支持する支持部材２３１とを、を備える。図３から図５に示すように回転役物２
３０は、後方ベース部材６１における貫通孔６１ｄの上方に位置する回転役物取付部６１
ｎに取り付けられ、円筒形状の回転体２５０が左右方向に沿った回転軸を中心として周方
向に回転するようになっている。
【０１４１】
　図２８、図２９に示すように、回転体２５０を回転可能に支持する支持部材２３１は、
後方ベース部材６１に固定されるとともに、回転役物２３０を構成する各種部材を取り付
ける板状のベース部材２３２を備える。このベース部材２３２の左右及び上部には、後方
ベース部材６１の回転役物取付部６１ｎに固定するための固定部２３２ａが形成されてい
る。また、ベース部材２３２の前面の下端には、装飾部材２３７を取り付けるための装飾
部材取付部２３２ｄが形成されている。
【０１４２】
　また、ベース部材２３２の前面の右端には、支持部材２３１として回転体２５０の右端
を回転可能に支持するための第１支持部２３３を取り付ける第１支持部取付部２３２ｂが
形成され、ベース部材２３２の前面の左端には、支持部材２３１として回転体２５０の左
端を回転可能に支持するための第２支持部２３４を取り付ける第２支持部取付部２３２ｃ
が形成されている。
【０１４３】
　第１支持部２３３の後端には、第１支持部取付部２３２ｂに固定する固定部２３３ａが
形成されており、第１支持部２３３は板状のベース部材２３２に対して垂直に前方へ延出
するように取り付けられる。第１支持部２３３の前端部分には、回転体２５０の右側面に
設けられた被嵌合部２５２ｄに嵌合する嵌合部２３３ｂが形成されている。回転体２５０



(27) JP 5455811 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

の被嵌合部２５２ｄは、断面が回転体２５０の回転軸を中心とする円とされた円筒形をし
ており、嵌合部２３３ｂはこの円筒形の被嵌合部２５２ｄの内側に摺動可能に嵌合する円
筒形に形成されている。
【０１４４】
　また、第１支持部２３３の左側面には、回転体２５０の回転位相を検出するための第１
回転検出センサ２３５が取り付けられている。この第１回転検出センサ２３５は、回転体
２５０の右側面に設けられた被嵌合部２５２ｄの周面に形成された検出片２５２ｅを検出
可能であり、回転体２５０の回転位相が所定の状態であることを検出するものである。ま
た、第１支持部１３３の右側面には、回転体２５０の内側に配される発光手段２４０の右
端部に形成された固定部２４１ａを固定するための発光手段取付部２３３ｃが形成されて
いる。
【０１４５】
　また、第２支持部２３４は第１支持部２３３と略同じ構成を有している。この第２支持
部２３４の後端には、第２支持部取付部２３２ｃに固定する固定部２３４ａが形成されて
おり、第２支持部２３４は板状のベース部材２３２に対して垂直に前方へ延出するように
取り付けられる。図２３に示すように第２支持部２３４の前端部分には、回転体２５０の
左側面に設けられた被嵌合部２５３ｄに嵌合する嵌合部２３４ｂが形成されている。回転
体２５０の被嵌合部２５３ｄは、断面が回転体２５０の回転軸を中心とする円とされた円
筒形をしており、嵌合部２３４ｂはこの円筒形の被嵌合部２５３ｄの内側に摺動可能に嵌
合する円筒形に形成されている。なお、円筒形に形成された被嵌合部２５３ｄにおける回
転体２５０の内側に配される右端には、端部を閉鎖するように図示しない壁面が形成され
ており、この壁面には、回転体２５０の内側に配される発光手段２４０の左端部に形成さ
れた固定部を固定するための発光手段取付部が形成されている。
【０１４６】
　また、図２８に示すように第２支持部２３４の右側面には、回転体２５０の回転位相を
検出するための第２回転検出センサ２３６が取り付けられている。この第２回転検出セン
サ２３６は、回転体２５０の左側面に設けられた被嵌合部２５３ｄの周面に形成された検
出片２５３ｅ（図２６参照）を検出可能であり、回転体２５０の回転位相が所定の状態で
あることを検出するものである。さらに、図２９に示すように第２支持部２３４の上部に
は、回転体２５０を回転駆動する回転駆動機構２６０を取り付ける回転駆動機構取付部２
３４ｃが形成されている。
【０１４７】
　回転駆動機構２６０は、回転体の被嵌合部に形成されたギア２５３ｆと噛み合うギア２
６０ａと、このギア２６０ａを駆動する電気的駆動源をなすステッピングモータ２６０ｂ
を備えており、ステッピングモータ２６０ｂを駆動することで回転体２５０を回転動作す
るものである。この回転駆動機構２６０のステッピングモータ２６０ｂは、制御手段をな
す演出制御装置により制御される。
【０１４８】
　図２５に示すように、回転体２５０の内部に配される発光手段２４０は、発光手段２４
０を構成する各種部材を取り付ける発光ベース部材２４１と、発光源をなすＬＥＤを備え
る基板２４２と、光を散乱させる第１レンズ部材２４３と、を備える。
【０１４９】
　発光ベース部材２４１は、回転体２５０の中心を貫通するように配され、左端部には第
２支持部２３４の嵌合部２３４ｂにおける右端部の壁面に形成された発光手段取付部に固
定される固定部が形成されている。また、発光ベース部材２４１の右端部には、第１支持
部２３３に形成された発光手段取付部２３３ｃに固定するための固定部２４１ａが形成さ
れている。図２４、図２７に示すように、この発光ベース部材２４１の固定部２４１ａは
、円筒形の嵌合部２３３ｂの内側を貫通して嵌合部２３３ｂの右端から右方へ延出するよ
うに配され、第１支持部２３３の右側部に形成された発光手段取付部２３３ｃに固定され
る。
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【０１５０】
　また、図２５に示すように発光ベース部材２４１の前面には、発光源をなすＬＥＤ２４
２ａを前面に複数備える基板２４２が取り付けられている。さらに、発光ベース部材２４
１の前面には、基板２４２を覆うように第１レンズ部材２４３が取り付けられている。第
１レンズ部材２４３は、断面が半円形である湾曲した板状に形成されており、回転体２５
０の回転軸を中心とする円の円弧に沿って、回転体２５０の回転軸よりも前側の範囲を覆
うように配される。この第１レンズ部材２４３は、光を透過可能な材質からなり、ＬＥＤ
２４２ａと対向する側の面が平滑面であるとともに、回転体２５０の周面と対向する面が
凹凸の形成された面とされている。
【０１５１】
　このような発光手段２４０は、ＬＥＤ２４２ａからの光を第１レンズ部材２４３により
散乱させて、回転体２５０の周面に向けて発する。また、発光手段２４０は支持部材２３
１をなす第１支持部２３３及び第２支持部２３４により支持されているので、回転体２５
０の回転にかかわらず常に前方へ向けて光を発することが可能である。
【０１５２】
　図２６から図２９に示すように略円筒形状に形成された回転体２５０は、周面を形成す
る周面形成部材２５１と、側面を形成する右側面形成部材２５２、左側面形成部材２５３
と、を備える。周面形成部材２５１は、円弧状に湾曲した板状の部材で、回転体２５０の
周面の略１／４を構成する大きさをしている。この周面形成部材２５１の左右端部には、
右側面形成部材２５２、左側面形成部材２５３に固定するための固定部２５１ａが形成さ
れており、４つの周面形成部材２５１が周方向に所定の間隙をおいて、右側面形成部材２
５２及び左側面形成部材２５３に固定されることで略円筒形状の回転体２５０が形成され
るようになっている。
【０１５３】
　この周面形成部材２５１は、光を透過可能な材質からなり、発光手段２４０と対向する
側の面が凹凸の形成された面であるとともに、回転体２５０の外周面となる面が平滑面と
されている第２レンズ部材２５１ｂにより構成されている。そして、回転体２５０の外周
面となる面には、遊技状態を報知する文字（図面では詳細を省略している）の部分２５１
ｃを除いた部分２５１ｄに光の透過を不能とするめっき加工が施されている。これにより
、発光手段２４０が回転体２５０の内部から周面形成部材２５１を照らすことで、光を透
過可能な文字の部分２５１ｃのみが光って表示されるようになる。なお、４つの周面形成
部材２５１には、それぞれ異なる遊技状態を報知する文字が描かれている。
【０１５４】
　また、隣接する周面形成部材２５１の間隙２５０ａは、回転体２５０の内部に連通する
開口とされており、発光手段２４０からの光が第１レンズ部材２４３のみを透って回転体
２５０の外側へ放射されるようになっている。また、この間隙２５０ａには槍の形を模し
た間隙装飾部材２５４が配されている。すなわち、回転体２５０の周面のうち、周面形成
部材２５１が配される領域が発光手段２４０からの光を透過するとともに所定の遊技情報
を報知表示するための報知表示領域２７０をなしており、間隙２５０ａが発光手段２４０
からの光を透過するとともに所定の間隙装飾部材２５４が配設される間隙装飾領域２７１
をなしている。
【０１５５】
　右側面形成部材２５２は、周面形成部材２５１の右端が固定される側面部２５２ａと、
第１支持部２３３の嵌合部２３３ｂが嵌合する被嵌合部２５２ｄと、を備える。側面部２
５２ａには、周面形成部材２５１の固定部２５１ａをねじにより固定するためのねじ穴２
５２ｂが所定の位置に形成されており、これにより、４つの周面形成部材２５１が周方向
に沿って所定の間隔をおいた所定の位置に固定されるようになる。また、隣接する周面形
成部材２５１の間隙２５０ａとなる部分には、槍の形を模した間隙装飾部材２５４の右端
が係合する被係合部２５２ｃが形成されている。
【０１５６】
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　被嵌合部２５２ｄは、断面が回転体２５０の回転軸を中心とする円とされた円筒形をし
ており、第１支持部２３３の嵌合部２３３ｂが被嵌合部２５２ｄの内側に摺動可能に嵌合
することで、回転体２５０の右端部が回転可能に支持されることとなる。また、円筒形の
被嵌合部２５２ｄの周面には、回転体２５０の回転位相を検出するための第１回転検出セ
ンサ２３５が検出可能な検出片２５２ｅが側方に突出するように形成されている。この検
出片２５２ｅが第１回転検出センサ２３５に検出された状態で回転体２５０の正面となる
位置、すなわち、検出片２５２ｅが形成された位置と回転軸を挟んで対向する位置に取り
付けられる周面形成部材２５１は、特定の遊技状態（例えば特別遊技状態や高確率状態）
を報知する文字が描かれたものとされている。これにより、特定の遊技状態については確
実に遊技者に報知可能となるとともに、誤って特定の遊技状態であることが報知されるこ
とを防止できる。
【０１５７】
　図２６に示すように、左側面形成部材２５３は、右側面形成部材２５２と略同じ構成を
有しており、周面形成部材２５１の右端が固定される側面部２５３ａと、第２支持部２３
４の嵌合部２３４ｂが嵌合する被嵌合部２５３ｄと、を備える。側面部２５３ａには、周
面形成部材２５１の固定部２５１ａをねじにより固定するためのねじ穴２５３ｂが所定の
位置に形成されており、これにより、４つの周面形成部材２５１が周方向に沿って所定の
間隔をおいた所定の位置に固定されるようになる。また、隣接する周面形成部材２５１の
間隙２５０ａとなる部分には、槍の形を模した間隙装飾部材２５４の左端が係合する被係
合部２５３ｃが形成されている。
【０１５８】
　被嵌合部２５３ｄは、断面が回転体２５０の回転軸を中心とする円とされた円筒形をし
ており、第２支持部２３４の嵌合部２３４ｂが被嵌合部２５３ｄの内側に摺動可能に嵌合
することで、回転体２５０の左端部が回転可能に支持されることとなる。また、円筒形の
被嵌合部２５３ｄの周面には、回転体２５０の回転位相を検出するための第２回転検出セ
ンサ２３６が検出可能な検出片２５３ｅが側方に突出するように形成されている。この検
出片２５３ｅが第２回転検出センサ２３６に検出された状態で回転体２５０の正面となる
位置、すなわち、検出片２５３ｅが形成された位置と回転軸を挟んで対向する位置に取り
付けられる周面形成部材２５１は、特定の遊技状態（例えば特別遊技状態や高確率状態）
を報知する文字が描かれたものとされている。
【０１５９】
　なお、左側面形成部材２５３の検出片２５３ｅが第２回転検出センサ２３６に検出され
た状態で回転体２５０の正面となる位置に配される周面形成部材２５１と、右側面形成部
材２５２の検出片２５２ｅが第１回転検出センサ２３５に検出された状態で回転体２５０
の正面となる位置に配される周面形成部材２５１は異なるものである。これにより、２つ
の特定の遊技状態については確実に遊技者に報知可能となるとともに、誤って特定の遊技
状態であることが報知されることを防止できる。
【０１６０】
　また、被嵌合部２５３ｄの左端部には、回転駆動機構２６０のギア２６０ａと噛み合う
ギア２５３ｆが形成されており、回転駆動機構２６０の駆動により回転体２５０を回転さ
せることができるようにされている。
【０１６１】
　以上のような構成を有する回転役物２３０は、図２に示すように、後述する前方構成部
材５０における表示面４５や可動演出部材等を視認可能とする表示用開口部５１の上端に
隣接して形成された回転役物視認開口３３２から正面部分が視認可能となる。これにより
、遊技者は遊技中において主に注視する表示装置４１と回転役物２３０や可動演出部材等
を大きく視点をずらさなくても容易に見ることができ、効果的な演出が可能となる。
【０１６２】
　また、回転役物視認開口３３２から視認可能となる範囲は略周面形成部材２５１の一つ
分であって、遊技状態に合わせて対応する文字が描かれた周面形成部材２５１が正面に位
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置するように演出制御装置が回転駆動機構２６０を制御して回転体２５０を回転させるこ
とで遊技者に遊技状態を報知するようになっている。正面に位置する周面形成部材２５１
の制御は、基本的にはステッピングモータ２６０ｂの回転位相を制御することにより行う
。ただし、第１回転検出センサ２３５や第２回転検出センサ２３６により正面に位置する
ことを検出可能な特定の遊技状態を報知する文字が描かれた周面形成部材２５１について
は、これらのセンサからの入力も利用して制御を行う。
【０１６３】
　そして、報知する遊技情報を切り替える過程においては、遊技者が注目する報知表示領
域２７０を切り替えるための回転体２５０の回転に加えて、間隙装飾部材２５４と発光手
段２４０の発光による演出を行うことが可能である。特に、報知表示領域２７０における
光を透過可能な部分２５１ｃに第２レンズ部材２５１ｂを備えるとともに、間隙装飾領域
２７１における光を透過可能な部分を回転体２５０の内部に連通する間隙２５０ａとした
ので、報知表示領域２７０と間隙装飾領域２７１の発光態様を異ならせることができ、効
果的な演出が可能となる。また、第１レンズ部材２４３は発光源と対向する側の面が平滑
面となるように配設され、第２レンズ部材２５１ｂは回転体２５０の外周側の面が平滑面
となるように配設されるので、効率よく光を拡散できる。これにより、単に発光色や発光
タイミングを変更するものや、報知表示領域２７０のみを有するものでは実現できない効
果的な演出を行うことができ、遊技の興趣を高めることができる。
【０１６４】
　以上のことから、回転体２５０を周方向に回転させることで遊技の演出を行う回転役物
２３０を備えた遊技機であって、回転役物２３０は、回転体２５０が略円筒形状に形成さ
れ、回転体２５０の内部に発光手段２４０を備え、回転体２５０の周面に、発光手段２４
０からの光を透過するとともに所定の遊技情報を報知表示するための報知表示領域２７０
と、発光手段２４０からの光を透過するとともに所定の間隙装飾部材２５４が配設される
間隙装飾領域２７１と、が交互に周方向に沿って並ぶように複数形成され、遊技状態に応
じた報知表示領域２７０が正面に位置するように回転体２５０を回転させ、発光手段２４
０によって内部から報知表示領域２７０を照射することで遊技者に所定の遊技情報を報知
するとともに、遊技状態の変化に応じて回転体２５０を回転させて報知表示領域２７０を
変更する際に、発光手段２４０によって内部から間隙装飾領域２７１を照射することで回
転過程における演出を行うようにしたこととなる。
【０１６５】
　また、発光手段２４０は、発光源（ＬＥＤ２４２ａ）を覆うように配された光を拡散す
る第１レンズ部材２４３を備え、回転体２５０は、報知表示領域２７０における発光手段
２４０からの光を透過可能な部分に光を拡散する第２レンズ部材２５１ｂを備えるととも
に、間隙装飾領域２７１における発光手段２４０からの光を透過可能な部分を回転体２５
０の内部に連通する開口部（間隙２５０ａ）とし、第１レンズ部材２４３及び第２レンズ
部材２５１ｂは、一側面が平滑面であるとともに他側面が凹凸の形成された面とされ、第
１レンズ部材２４３は、発光源と対向する側の面が平滑面となるように配設され、第２レ
ンズ部材２５１ｂは、回転体２５０の外周側の面が平滑面となるように配設されるように
したこととなる。
【０１６６】
〔前方構成部材〕
　次に、前方構成部材５０の構成について説明する。前方構成部材５０は、遊技盤本体３
０ａに形成された前後に貫通する開口に対して前面側から嵌め込まれることで取り付けら
れるようになっている。
【０１６７】
　図３０から図３４に示すように、前方構成部材５０は中央が開口した円環状に形成され
、前方構成部材５０を構成する各種の部材が取り付けられるベース部材３００を有してい
る。このベース部材３００における右側、上側、左側には、それぞれ右装飾部材３２０、
上装飾部材３３０、左装飾部材３５０が取り付けられている。また、上装飾部材３３０と
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左装飾部材３５０の間には第１特別変動入賞装置３４０が取り付けられ、左装飾部材３５
０の下方に隣接する位置にはワープ流路形成部材３９０が取り付けられている。さらに、
ベース部材３００における下側には遊技球が転動可能なステージ部４１２を形成するステ
ージユニット４１０が取り付けられている。また、右装飾部材３２０、上装飾部材３３０
、第１特別変動入賞装置３４０、左装飾部材３５０、ワープ流路形成部材３９０及びステ
ージユニット４１０に囲まれた内側の領域は、表示面４５を視認可能な表示用開口部５１
をなし、この表示用開口部５１には、該表示用開口部５１を閉鎖するように透明な保護パ
ネル４２０が取り付けられている。
【０１６８】
　図３２から図３７に示すように、ベース部材３００は、遊技盤本体３０ａに形成された
前後に貫通する開口に挿入され、遊技領域３２よりも後方へ窪んだ空間における内周壁を
形成する周囲壁３０１と、該周囲壁３０１の前端に周囲壁３０１に対して垂直に形成され
た板状の前面壁３０２と、を備える。
【０１６９】
　前面壁３０２のうち、周囲壁３０１で囲まれた空間より外側に形成された部分は、遊技
盤本体３０ａに形成された開口に前方構成部材５０を前面側から挿入した際に、開口の周
縁よりも外側に延出し、遊技盤本体３０ａの前面にその裏面が当接する取付部３０２ａを
なすようになっている。これによって、遊技盤本体３０ａに対する前方構成部材５０の前
後位置が所定の前後位置に設定されるようになっている。また、この取付部３０２ａには
複数のねじ穴が形成されており、ねじによって前方構成部材５０を遊技盤本体３０ａに固
定できるようになっている。
【０１７０】
　さらに、前面壁３０２の一部は遊技盤本体３０ａの前面側であって遊技者から視認可能
な位置に配されるものであり、その前面には装飾が施されている。また、前面壁３０２に
は、この他にもねじ穴やねじ止め部、位置決めのためのボス、ボスを受け入れる凹部やリ
ブを受け入れるスリットなどが形成され、各種部材を適切な位置に固定できるようになっ
ている。
【０１７１】
　ベース部材３００における右側、上側、左側に位置する前面壁３０２の前面には、右装
飾部材３２０、上装飾部材３３０、第１特別変動入賞装置３４０及び左装飾部材３５０が
前面壁３０２よりも前方へ突出するように取り付けられている。この右装飾部材３２０、
上装飾部材３３０、第１特別変動入賞装置３４０及び左装飾部材３５０の側面のうち、前
方構成部材５０の外周面となる部分は、ステージユニット４１０及びワープ流路形成部材
３９０が配される部分を除いて連続しており、この部分が前方構成部材５０の外周を囲む
区画壁３１０をなす。区画壁３１０は、前面壁３０２よりも遊技領域３２の前後幅（遊技
盤本体３０ａの前面から遊技盤３０の前方を覆うカバーガラス（透明部材）１４の裏面ま
での幅）の分だけ前方へ延出するようになっている。よって、前方構成部材５０を遊技盤
本体３０ａの所定位置に取り付けることで、前面壁３０２よりも前側に位置する区画壁３
１０が遊技領域３２内に延出し、遊技領域３２を流下する遊技球がセンターケース４０内
に流入することを規制するようになっている。これにより、表示装置４１の視認性を確保
するとともに、前方構成部材５０の下部に設けられるステージ部４１２への遊技球の流入
数を制限するようになっている。
【０１７２】
　右装飾部材３２０は、ベース部材３００における右側の前面壁３０２の前面に取り付け
られており、前面には装飾が施されている。また、一部には光を透過可能なレンズ部材３
２１が取り付けられており、内部に設けられたＬＥＤの発光による装飾も可能となってい
る。この右装飾部材３２０における主に右側の側面は前方構成部材５０の外周面をなし、
上述の区画壁３１０の一部をなす。
【０１７３】
　上装飾部材３３０は、ベース部材３００における上側の前面壁３０２の前面に取り付け
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られており、前面には装飾が施されている。また、一部には光を透過可能なレンズ部材３
３１が取り付けられており、内部に設けられたＬＥＤの発光による装飾も可能となってい
る。この上装飾部材３３０における主に上側の側面は前方構成部材５０の外周面をなし、
上述の区画壁３１０の一部をなす。また、上装飾部材３３０の右側部分には、回転役物２
３０に設けられた回転体２５０の正面部分を視認可能とする前後に貫通する回転役物視認
開口３３２が形成されている。
【０１７４】
　第１特別変動入賞装置３４０は、上装飾部材３３０に形成された回転役物視認開口３３
２の左側部分に上装飾部材３３０と一体となるように配されている。図３７から図４２に
示すように、この第１特別変動入賞装置３４０は、前後方向に沿った回動軸３４３を中心
に回動可能な可動片３４１と、装飾部３４２とを備えている。
【０１７５】
　可動片３４１は、第１特別変動入賞装置３４０の左側部分に配されており、図３０に示
すよう略垂直となって第１大入賞口３４５に遊技球が入賞不能な閉塞状態と、図３１に示
すように上端部が左方に回動して第１大入賞口３４５に遊技球が入賞可能な開放状態とに
変換可能となっている。図３０に示す状態において可動片３４１の左側面は、上装飾部材
３３０の側面及び左装飾部材３５０の側面と連続するようになっており、この状態におい
ては前方構成部材５０の外周面をなし、上述の区画壁３１０の一部をなす。そして、図３
１に示す状態では、可動片３４１の左側面と上装飾部材３３０の側面とが離間し、ここか
ら遊技球が流入可能となる。
【０１７６】
　また、可動片３４１の前面には、装飾部材３４１ａが取り付けられている。この装飾部
材３４１ａは、図３０に示す状態において装飾部３４２と一体となって円形の装飾を構成
するようになっている。さらに、装飾部材３４１ａ及び装飾部３４２は半透明な材質から
なり、図４０に示すように装飾部３４２の後方に配された基板３４２ａの前面に設けられ
たＬＥＤの発光による装飾も可能となっている。
【０１７７】
　図４０に示すように可動片３４１の裏面下部には、前後方向に沿って延在する回動軸３
４３を挿入する挿入部３４１ｂが形成されている。ここに挿入された回動軸３４３は、図
３７に示すように、ベース部材３００の前面壁３０２に形成された前後に貫通する挿通部
３０２ｂを通って遊技盤本体３０ａの裏面側へ延出し、遊技盤本体３０ａの裏面に取り付
けられる図３４に示す駆動ユニット３４４の可動片軸受部３４４ａに挿通される。駆動ユ
ニット３４４は駆動装置としての第１大入賞口ソレノイドを有しており、可動片軸受部３
４４ａに挿通された回動軸３４３は第１大入賞口ソレノイドの駆動軸にクランク部材３４
３ａ（図４２参照）を介して接続される。これにより、第１大入賞口ソレノイドの駆動軸
を進退させることで回動軸３４３が回動し、可動片３４１が回動動作するようになる。
【０１７８】
　また、図３７に示すように可動片３４１の裏面中央には、前後方向に沿って後方へ延出
する規制軸３４１ｃが設けられている。この規制軸３４１ｃは、ベース部材３００の前面
壁３０２に形成された規制開口部３０２ｃに挿入されるようになっている。規制開口部３
０２ｃは、可動片３４１が回動動作する過程において規制軸３４１ｃが通過する領域に沿
って形成されており、可動片３４１が閉塞状態にある場合や開放状態にある場合では、規
制軸３４１ｃが規制開口部３０２ｃの内側壁に当接してそれ以上の回動動作が規制される
ようになっている。
【０１７９】
　図３６から図３８に示すように左装飾部材３５０は、ベース部材３００における左側の
前面壁３０２の前面に取り付けられており、前面には装飾が施されている。この左装飾部
材３５０における主に左側の側面は前方構成部材５０の外周面をなし、上述の区画壁３１
０の一部をなす。また、区画壁３１０の一部をなす左装飾部材３５０の左側の側面に沿っ
て第１特別変動入賞装置３４０に入賞した遊技球を遊技者から視認可能な状態で流下案内
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する案内流路３６０を形成する案内流路形成部材３７０が配されている。
【０１８０】
　案内流路形成部材３７０は、主に筒状の案内流路３６０の前壁及び側壁を形成する前方
部材３７１と、主に筒状の案内流路３６０の後壁を形成する後方部材３７２とを備える。
この案内流路形成部材３７０は、遊技者が案内流路３６０を流下する遊技球を視認可能と
なるように、少なくとも前方部材３７１が透明な材質で構成されている。
【０１８１】
　前方部材３７１の上部には、第１特別変動入賞装置３４０の装飾部３４２の裏面側に可
動片３４１と対向するように配され、第１特別変動入賞装置３４０の第１大入賞口３４５
の右側壁を形成する側壁部３７１ａが形成されている。この側壁部３７１ａは、前後方向
に沿って垂直な板状に形成されているが、左方から第１大入賞口３４５へ流入する遊技球
を確実に受け入れるために、前側部分は受け入れた遊技球を後方へ誘導するように円弧状
に形成されている。また、側壁部３７１ａの下方には、第１大入賞口３４５に受け入れら
れて下方の案内流路３６０へ流入する遊技球を検出するための第１カウントスイッチ３７
３を配設するための配設部３７１ｂが形成されている。
【０１８２】
　配設部３７１ｂの下方には、左装飾部材３５０の左側の側面に沿って配設される筒状の
案内流路３６０の前壁及び側壁を形成する流路形成部３７１ｃが形成されている。この流
路形成部３７１ｃは、遊技球が一列で流下可能な幅を有し、後方が開口するように断面が
Ｕ字状となった溝型に形成されている。また、流路形成部３７１ｃの上端は配設部３７１
ｂに連通するように上方に開口している。また、流路形成部３７１ｃの下端部は、案内流
路３６０の前壁をなす部分が後方へ遊技球を誘導するように斜めに形成されているととも
に、下端が後方部材３７２側へ遊技球を誘導するように後方へ向かって下る傾斜面とされ
ている。
【０１８３】
　後方部材３７２は、第１特別変動入賞装置３４０の装飾部３４２の裏面側に装飾部３４
２と対向するように配され、第１特別変動入賞装置３４０の第１大入賞口３４５の奥部を
形成する奥部形成部３７２ａが上部に形成されている。奥部形成部３７２ａは、前方に開
口する矩形箱状に形成され、右側部の前端は前方部材３７１に形成された側壁部３７１ａ
の後端と当接するように配される。これにより、第１大入賞口３４５に後方への奥行きを
持たせることができ、第１大入賞口３４５に流入して側壁部３７１ａにより後方へ誘導さ
れた遊技球を確実に受け止めることができる。なお、奥部形成部３７２ａの底面は前側に
向かって傾斜する傾斜面とされており、受け入れた遊技球を、案内流路３６０の流入口を
なし第１カウントスイッチ３７３が配される配設部３７１ｂに誘導可能となっている。
【０１８４】
　また、奥部形成部３７２ａの下方には、配設部３７１ｂや流路形成部３７１ｃの後壁を
なす後壁部３７２ｂが形成されている。後壁部３７２ｂの前面は平板状に形成され、案内
流路３６０の後壁をなす湾曲した部分のうち所定部分には、案内流路３６０内を流下する
遊技球を案内流路３６０の前壁側へ誘導するリブ３７２ｃが形成されている。このリブ３
７２ｃにより、案内流路３６０を流下する遊技球の流下態様に変化を与えることができる
とともに、遊技球を前面側から視認しやすくすることができる。
【０１８５】
　また、後壁部３７２ｂの前面の下端部は、前方部材３７１の流路形成部３７１ｃの下端
部における案内流路３６０の前壁をなす部分と同じく、後方へ遊技球を誘導するように斜
めに形成されている。さらに、後壁部３７２ｂの下端は、流路形成部３７１ｃの下端で後
方へ誘導された遊技球を受け入れるとともに左側方へ排出する流路を形成する排出部形成
部３７２ｄとされている。この排出部形成部３７２ｄにより形成される部分は案内流路３
６０の下流側端部３６０ｂをなす。
【０１８６】
　また、後方部材３７２は透明な材質からなり、後壁部３７２ｂの裏面には光を散乱させ
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るレンズ部が形成されている。そして、後壁部３７２ｂの裏面側には発光手段をなすＬＥ
Ｄを備えた図示しない基板が案内流路３６０に沿うように配されるとともに、基板を後方
から後方部材３７２の裏面に固定するための固定部材３７２ｅが取り付けられる。これに
より、ＬＥＤの光により案内流路３６０を照らすことができ、案内流路３６０を流下する
遊技球による演出効果を高めることができる。
【０１８７】
　図３０に示すように、案内流路形成部材３７０により形成される案内流路３６０は、セ
ンターケース４０の左側部分に設けられた区画壁３１０の内側に沿うように前方から視認
可能な状態で配設される。また、図４３に示すように、案内流路３６０の下流側部分は、
遊技盤３０の裏面側となる前方構成部材５０の裏面側へ向かって後方へ傾斜するように配
設され、図３８に示すように、下流側端部３６０ｂはセンターケース４０の左側部から左
方へ遊技球を排出するように配される。
【０１８８】
　排出された遊技球は、図３から図５に示した後方構成部材６０に設けられる流路形成部
材２２０により形成される後方案内流路３８０に流入する。後方案内流路３８０は、遊技
盤本体３０ａの裏面に配されており、遊技者からは視認不能である。そして、後方案内流
路３８０を流下した遊技球は、遊技盤３０の裏面に設けられた排出流路を経て遊技機の外
部へ排出される。すなわち、遊技盤本体３０ａの前面側に位置する案内流路３６０を流下
した遊技球は、遊技盤本体３０ａの前後を貫通するように形成されたセンターケース４０
を取り付ける開口を通って遊技盤本体３０ａの裏面側に設けられた後方案内流路３８０へ
流入する。これにより、第１特別変動入賞装置３４０へ入賞した遊技球を遊技機の外部へ
排出するための流路を挿通する穴を遊技盤本体３０ａに別途形成する必要がなく、遊技機
の製造の際の手間を省くことができる。
【０１８９】
　このような案内流路３６０を備えることで、図４４に示すように、第１特別変動入賞装
置３４０に入賞して案内流路３６０を流下する遊技球Ｂが遊技者から視認可能となり、第
１特別変動入賞装置３４０に流入した遊技球を新たな演出に使用して遊技の興趣を向上さ
せることができる。また、案内流路３６０は後方から発光手段（ＬＥＤ）により照らされ
るので、案内流路３６０を流下する遊技球Ｂが見やすくなるとともに、発光による演出を
行うことができ、さらに効果的な演出を行うことができる。
【０１９０】
　第１特別変動入賞装置３４０が開放される特別遊技状態においては、第１特別変動入賞
装置３４０に入賞した遊技球の数に応じて賞球が払い出されて遊技者が利益を得ることと
なるが、案内流路３６０を流下する遊技球でこのような演出を行うことで、遊技者が利益
を得る過程における演出を行うことができ興趣を向上することができる。特に、第１特別
変動入賞装置３４０は、センターケース４０の上部に設けられているため、当該第１特別
変動入賞装置３４０に入賞する遊技球は発射された後にすぐに入賞してしまい、入賞まで
の過程で視認可能な期間が短い。しかし、案内流路３６０で遊技球を視認可能とすること
により、この遊技球を視認可能な期間を長くすることができ、興趣を向上することができ
る。
【０１９１】
　以上のことから、表示装置４１の表示面４５を視認可能な表示用開口部５１を有し、遊
技盤３０に形成された遊技領域３２に配設されるセンターケース４０を備え、表示装置４
１に表示した変動表示ゲームの結果が特別結果となる場合に、変動入賞装置（第１特別変
動入賞装置３４０）を開状態に変換する特別遊技状態を発生する遊技機であって、変動入
賞装置は、センターケース４０の上部に設けられ、センターケース４０には、変動入賞装
置に流入した遊技球を遊技機１０の外部へ案内する案内流路３６０を形成し、案内流路３
６０を透明な部材で構成するとともに遊技者が視認可能な位置に配設し、変動入賞装置に
流入して案内流路３６０を流下する遊技球を視認可能としたこととなる。
【０１９２】
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　また、案内流路３６０の後方に、当該案内流路３６０を照らすための発光手段を備えて
いることとなる。
【０１９３】
　また、センターケース４０は、遊技盤３０の前後を貫通するように形成された開口部に
取り付けられ、遊技盤３０の前側に配される前方構成部材５０と、遊技盤３０の後側に配
される後方構成部材６０と、を有し、前方構成部材５０に案内流路３６０を形成し、後方
構成部材６０に案内流路３６０に連通する後方案内流路３８０を形成し、該後方案内流路
３８０が遊技球を遊技機１０の外部へ排出する排出流路と連通するようにしていることと
なる。
【０１９４】
　また、図３０に示すように、ベース部材３００における左装飾部材３５０の下方に隣接
する位置にはワープ流路形成部材３９０が取り付けられている。さらに、ベース部材３０
０の下側部分に位置する周囲壁３０１の内側面には、遊技球が転動可能なステージ部４１
２を形成するステージユニット４１０が取り付けられている。
【０１９５】
　ワープ流路形成部材３９０は、図４５に示すように、センターケース４０の外側の遊技
領域３２を流下する遊技球Ｂを受け入れ、ステージ部４１２へと誘導するワープ流路４０
０を形成するものである。なお、図４５では、説明のためにワープ流路４００の前半部分
を形成する前方部材３９１を流下する遊技球Ｂも視認可能に示している。図３５から図３
７に示すように、このワープ流路形成部材３９０は、ベース部材３００の前側に取り付け
られる前方部材３９１と、ベース部材３００の周囲壁３０１の内側面に取り付けられる後
方部材３９２とを備える。
【０１９６】
　前方部材３９１は、ベース部材３００の前面壁３０２の前面に取り付けられるようにな
っており、前面壁３０２の前面を覆う装飾部３９１ａと、ワープ流路４００の前半部分を
形成する前方流路形成部３９１ｂと、を有する。前方流路形成部３９１ｂは、前面壁３０
２よりも遊技領域３２の前後幅（遊技盤本体３０ａの前面から遊技盤３０の前方を覆うカ
バーガラス（透明部材）１４の裏面までの幅）の分だけ前方へ延出して配されるようにな
っている。
【０１９７】
　この前方流路形成部３９１ｂは、遊技球が一列で流下可能な幅を有し、後方が開口する
ように断面がＵ字状となった溝型に形成されており、右方へ向かって下るように配設され
る。また、前方流路形成部３９１ｂの左端は開放されているが右端は閉鎖されている。こ
の溝型に形成された前方流路形成部３９１ｂの後方の開口のうち、右端から遊技球の直径
よりやや広い範囲を除く部分は前面壁３０２の前面により閉鎖され、これにより左端から
流入した遊技球が一列で右方へ流下し、右端で後方へ排出される筒状の流路が形成される
。この流路の上流側端部となる左端は、センターケース４０の左方の遊技領域３２に向け
て開口して遊技領域３２を流下する遊技球を受入可能とされ、この部分がワープ流路４０
０の流入口４００ａをなす。また、この流路の下流側端部となる右端の後方には、後方部
材３９２により形成されるワープ流路４００の後半部分が接続している。また、前方流路
形成部３９１ｂの前面には、前後に貫通する貫通部３９１ｃが形成され、流下する遊技球
がここから視認可能とされている。
【０１９８】
　後方部材３９２は、前方流路形成部３９１ｂの下方に位置する周囲壁３０１の内側面に
沿って取り付けられている。この後方部材３９２は、ワープ流路４００の後半部分を形成
するものであって、遊技球が一列で流下可能な幅を有し、後方が開口するように断面がＵ
字状となった溝型に形成されている。
【０１９９】
　この後方部材３９２の後方の開口は、表示用開口部５１に取り付けられる保護パネル４
２０の下方部位４２０ｂの前面により閉鎖されるようになっており、これにより、遊技球
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が一列で流下可能な筒状の流路が形成される。また、後方部材３９２の上端部には前方に
開口した流入部３９２ａが形成されており、この部分が前方流路形成部３９１ｂにより形
成されるワープ流路４００の前半部分における下流側端部の後方に配されて遊技球を受け
入れ可能とされる。また、後方部材３９２の下端部はステージ部４１２の上面により閉鎖
されるが、右側面に切欠状に開口した流出部３９２ｂが形成されており、ここから右方へ
向けて遊技球が排出される。この部分がワープ流路４００の流出口４００ｂをなす。また
、後方部材３９２は透明な材質からなり、流下する遊技球を視認可能とされている。
【０２００】
　図３５に示すように、ステージユニット４１０は、周囲壁３０１の内側面に取り付けら
れる前方ステージ部材４１１と、前方ステージ部材４１１の後方に配される後方ステージ
部材４１３と、を備える。
【０２０１】
　前方ステージ部材４１１は、前面壁３０２に沿って配される装飾部４１１ａと、下側の
周囲壁３０１の上方に配されるステージ形成部４１１ｂと、を備える。ステージ形成部４
１１ｂは、遊技球が転動可能な所定の前後幅を有し、左右に延在するように配され、上面
に遊技球が転動可能なステージ部４１２が形成されている。ステージ形成部４１１ｂの後
方には表示用開口部５１を閉鎖する保護パネル４２０が隣接して配され、この保護パネル
４２０の下方部位４２０ｂの前面がステージ部４１２の後壁をなすようになっている。
【０２０２】
　ステージ部４１２は、左右両側が中央に向かって下る傾斜面となっているとともに、始
動入賞口３６の直上となる中央部が上向きに突出した略Ｗ字状に形成されている。なお、
ステージ部４１２の中央部は上向きに突出しているが左右両端よりは低くなっている。こ
のステージ部４１２には、左端からワープ流路４００を通った遊技球が流入し、左右方向
に沿って転動するようになっている。この略Ｗ字状に形成されたステージ部４１２におい
て、上向きに突出した中央部の両側に位置する最も低くなった部分には、前方に下る傾斜
面４１２ａが形成されている。この傾斜面４１２ａにより、ステージ部４１２上で流下勢
が弱まった遊技球はステージ部４１２の前端から下方の遊技領域３２へ誘導される。
【０２０３】
　また、略Ｗ字状に形成されたステージ部４１２において、上向きに突出した中央部の頂
点となる部分には、前後方向に沿って延在し、後方へ向かって下る溝状の流下路４１２ｂ
が形成されている。この流下路４１２ｂは浅い溝となっており、多くの遊技球は溝に嵌ら
ずに左右に転動するが、流下勢がこの部分でちょうど弱まって流下路４１２ｂに嵌った遊
技球は後方へ誘導される。そして、ステージ部４１２の後壁をなす保護パネル４２０に形
成された貫通孔４２０ｄを通って、後述する後方ステージ部材４１３の落下部４１３ａに
流入し、さらに前方誘導部４１３ｂを経て遊技領域３２へ誘導されるようになっている。
【０２０４】
　後方ステージ部材４１３は、保護パネル４２０を挟んで前方ステージ部材４１１の後方
に配されるようになっている。この後方ステージ部材４１３は、後方構成部材６０の下方
に設けられた第１駆動機構１１０などの装置を遊技者から見えないようにするために、第
１駆動機構１１０の前方及び上方の一部を覆うことのできる形状に形成され、表面には装
飾が施されている。
【０２０５】
　また、後方ステージ部材４１３の前面には、略Ｗ字状に形成されたステージ部４１２に
おいて、始動入賞口３６の直上となる位置である上向きに突出した中央部の後方に位置す
る部分に、落下部４１３ａと前方誘導部４１３ｂが形成されている。落下部４１３ａは、
ステージ部４１２に形成された流下路４１２ｂの後方に位置し、流下路４１２ｂを流下し
た遊技球を受け入れ、下方の前方誘導部４１３ｂへ垂直に落下させるようになっている。
【０２０６】
　前方誘導部４１３ｂは、上方が開口した溝型をしており、後方ステージ部材４１３の前
方へ突出するように形成され、落下部４１３ａから受け入れた遊技球を前方へ流下させる
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ように傾斜している。この前方誘導部４１３ｂは、保護パネル４２０に形成された貫通孔
４２０ｄを貫通してステージ形成部４１１ｂの下方に配される。また、装飾部４１１ａに
おける前方誘導部４１３ｂと対応する部分には、前後に貫通する貫通部４１１ｄが形成さ
れ、前方誘導部４１３ｂを流下する遊技球は、この貫通部４１１ｄを通って遊技領域３２
へ流下する。
【０２０７】
　また、前方誘導部４１３ｂにおける遊技球が流下する面には、始動入賞口３６の直上と
なる位置に設けられた落下部４１３ａから受け入れた遊技球を、始動入賞口３６の直上へ
向けて前後方向に沿って誘導するリブ４１３ｃが形成されている。これにより、ステージ
部４１２の流下路４１２ｂに沿って落下部４１３ａに流入し、前方誘導部４１３ｂを通っ
て遊技領域３２へ排出される遊技球は、高い確率で始動入賞口３６に誘導されるようにな
る。なお、リブ４１３ｃの高さは低く、また、前方誘導部４１３ｂの左右幅は遊技球の直
径の略３倍とされており、始動入賞口３６の直上に誘導されない場合もある。
【０２０８】
　保護パネル４２０は、透明な板状の部材で、表示用開口部５１を閉鎖するように配され
、後方構成部材６０内へ遊技球が流入しないようにするためのものである。この保護パネ
ル４２０は表示面４５の前方に位置する上方部位４２０ａと、ワープ流路４００を形成す
るワープ流路形成部材３９０や、ステージ部４１２を形成するステージユニット４１０の
後方に配され、ワープ流路４００の後壁やステージ部４１２の後壁を構成する下方部位４
２０ｂと、を有する。
【０２０９】
　図４６、図４７に示すように、上方部位４２０ａの前面と下方部位４２０ｂの前面は互
いに平行であり、遊技盤本体３０ａの前面と平行となるように垂直に配されるが、このと
き下方部位４２０ｂを上方部位４２０ａよりも後方に配設できるように、上方部位４２０
ａと下方部位４２０ｂの境界部分には段差部４２０ｃが形成されている。
【０２１０】
　図２などで示したように、遊技の効果的な演出を可能とするため、表示用開口部５１の
上端に隣接して形成された回転役物視認開口３３２から回転役物２３０に設けられた回転
体２５０の正面部分が視認可能となるようにされている。しかし、演出の効果を高めるた
めに、大型の回転役物２３０を表示用開口部５１に隣接して配設したり、回転役物２３０
の配設位置を遊技者に近くなるようにしたりすると、回転役物２３０が遊技領域３２を覆
うカバーガラス１４に近づくように突出するため、これに伴い表示面４５を覆う保護パネ
ル４２０の位置もカバーガラス１４に近づくこととなる。しかし、保護パネル４２０がカ
バーガラス１４に近づきすぎると、ステージ部４１２において遊技球が転動する前後幅を
十分に確保できなくなってしまう。この場合、保護パネル４２０の下端部が上端部よりも
後方に位置するように斜めに配設することも考えられるが、表示面４５の視認性が低下す
る虞がある。そこで、段差部４２０ｃを設けて下方部位４２０ｂが上方部位４２０ａより
も後方に位置するように形成することで、ステージ部４１２の前後幅を確保して興趣の高
い転動態様を見せること、回転役物２３０による演出効果を向上すること、一枚の保護パ
ネル４２０により、表示面４５の保護とステージ部４１２やワープ流路４００の後壁の形
成を行うことによる部品点数の削減の全て実現することを可能としている。
【０２１１】
　また、段差部４２０ｃにおいて、上方部位４２０ａの前面及び下方部位４２０ｂの前面
と連続する面は後方に向かって下る傾斜面とされている。これにより、図４８、図４９に
示すように、ステージ部４１２で跳ねた遊技球Ｂや、ステージ部４１２の下方の遊技領域
３２から跳ねた遊技球をステージ部４１２へ誘導できるようにしている。さらに、保護パ
ネル４２０の下方部位４２０ｂにおける始動入賞口３６の上方となる位置には、上述した
ステージ部４１２の流下路４１２ｂに沿って落下部４１３ａに流入する遊技球の通過や、
前方誘導部４１３ｂの配設を可能とする前後に貫通する貫通孔４２０ｄが形成されている
。
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【０２１２】
　以上のことから、複数の識別情報を変動表示する変動表示ゲームを表示する表示装置４
１と、表示装置４１の表示面４５を視認可能な表示用開口部５１を有し、遊技盤３０に形
成された遊技領域３２に配設されるセンターケース４０と、を備え、センターケース４０
は、表示用開口部５１の下方に形成され、上面を遊技球が転動可能なステージ部４１２と
、表示用開口部５１を閉鎖するように配され、下方所定部位（下方部位４２０ｂ）がステ
ージ部４１２の後壁をなす透明な材質からなる保護パネル４２０と、を備え、回転役物２
３０は、センターケース４０における表示用開口部５１の上端に隣接して配設され、保護
パネル４２０は、ステージ部４１２の後壁をなす下方所定部位（下方部位４２０ｂ）と、
当該下方所定部位以外の部分（上方部位４２０ａ）との境界に段差部４２０ｃを有し、下
方所定部位が当該下方所定部位以外の部分よりも後方に位置するように形成されているこ
ととなる。また、段差部４２０ｃは後方に向かって下る傾斜面とされていることとなる。
【０２１３】
　また、センターケース４０は、当該センターケース４０の外側を流下する遊技球をステ
ージ部４１２へ誘導するワープ流路４００を備え、保護パネル４２０の下方所定部位（下
方部位４２０ｂ）は、ワープ流路４００の後壁を形成していることとなる。
【０２１４】
　また、図３８に示すように、上述した案内流路３６０の下流側端部３６０ｂとワープ流
路４００の流入口４００ａは、何れもセンターケース４０の左方に開口しており、前後に
重なるように配設されている。これにより、図４４に示すように、第１特別変動入賞装置
３４０に入賞して案内流路３６０を流下する遊技球Ｂを視認可能な範囲を長くできるとと
もに、図４５に示すように、ワープ流路４００に流入してステージ部４１２へ誘導される
遊技球Ｂと混同することを防止できる。
【０２１５】
　すなわち、第１特別変動入賞装置３４０へ入賞して案内流路３６０を流下する遊技球は
、遊技を終えて遊技機１０の外部へ排出される遊技球であり、ワープ流路４００に流入し
てステージ部４１２へ誘導される遊技球は、未だ遊技で使用中の遊技球である。案内流路
３６０と後方案内流路３８０との接続部分の位置を、ワープ流路４００の流入口４００ａ
の位置よりも下側とすると、遊技を終えた遊技球Ｂと遊技で使用中の遊技球Ｂが同じ位置
に見えてしまい、遊技者がこれらを混同する虞がある。また、案内流路３６０と後方案内
流路３８０との接続部分の位置を、ワープ流路４００の流入口４００ａの位置よりも上側
とすると、案内流路３６０を流下する遊技球Ｂを視認可能な範囲が短くなってしまい演出
効果が低下してしまう。つまり、ワープ流路４００の流入口４００ａの位置と、案内流路
３６０と後方案内流路３８０との接続部分の位置と、が前後に重なるように配設すれば、
案内流路３６０を流下する遊技球Ｂを視認可能な範囲を最大限長くできるとともに、ワー
プ流路４００に流入してステージ部４１２へ誘導される遊技球と混同することを防止でき
る。
【０２１６】
　以上のことから、センターケース４０は、表示用開口部５１の下方に形成され、上面を
遊技球が転動可能なステージ部４１２と、当該センターケース４０の外側を流下する遊技
球をステージ部４１２へ誘導するワープ流路４００と、を備え、ワープ流路４００の流入
口４００ａと案内流路３６０とを当該センターケース４０の一側部に備え、後方案内流路
３８０は流下する遊技球が遊技者から視認不能となるように配設され、ワープ流路４００
の流入口４００ａの位置と、案内流路３６０と後方案内流路３８０との接続部分の位置と
、が前後に重なるように配設したこととなる。
【０２１７】
〔第１変形例〕
　次に、上述した実施形態の遊技機の第１変形例について説明する。なお、基本的には、
上述の実施形態の遊技機と同様の構成を有しており、以下、同様の構成を有する部分につ
いては同じ符号を付して説明を省略し、主に異なる部分について説明する。本変形例の遊
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技機は、案内流路の構成が異なる。
【０２１８】
　図５０、図５１に示すように、本変形例の遊技機の案内流路３６０は、左装飾部材３５
０の右方に沿うように配される左分岐流路４４０と、右装飾部材３２０の左方に沿うよう
に配される右分岐流路４５０と、上装飾部材３３０の下端に沿うように配され、第１特別
変動入賞装置３４０に入賞した遊技球を左分岐流路４４０と右分岐流路４５０に振り分け
る振分流路４３０と、を備える。
【０２１９】
　振分流路４３０は、遊技球が一列で流下可能な内径を有する流路であり、透明な材質か
らなる振分流路形成部材４３１により形成される。この振分流路４３０は、第１特別変動
入賞装置３４０に入賞した遊技球を受け入れる受入部４３０ａを有し、この受入部４３０
ａの垂直方向下方には、受入部４３０ａから垂直に落下する遊技球を左右に振り分ける分
岐部４３０ｂが形成されている。この分岐部４３０ｂにより左側へ振り分けられた遊技球
は左流路４３０ｃを流下して左分岐流路４４０に流入する。また、分岐部４３０ｂにより
右側へ振り分けられた遊技球は右流路４３０ｄを流下して右分岐流路４５０に流入する。
すなわち分岐部４３０ｂが複数の分岐流路の何れかに遊技球を誘導する分岐手段をなす。
【０２２０】
　左分岐流路４４０は、振分流路４３０の左流路４３０ｃに連通する流入路４６０ａと、
流入路４６０ａを流下した遊技球を振り分ける振分手段４６２と、振分手段４６２で振り
分けられた遊技球を後方案内流路３８０へ誘導する排出流路４６４とを備える。また、右
分岐流路４５０は、左分岐流路４４０と左右対称の構成を有している。なお、本変形例の
遊技機では後方構成部材６０における第２可動演出ユニット１５０の前方に、流路形成部
材２２０と左右対称に形成された図示しない第２流路形成部材を備え、この第２流路形成
部材にも案内流路３６０を流下した遊技球が流下する後方案内流路を形成している。そし
て、右分岐流路４５０を流下した遊技球はこの第２流路形成部材により形成される後方案
内流路を流下し、遊技機の外部へ排出される。
【０２２１】
　流入路４６０ａは、遊技球が一列で流下可能な内径を有する流路であり、透明な材質か
らなる流入路形成部材４６１により形成されている。この流入路４６０ａは上下に延在す
るように形成され、下流側端部は振分手段４６２の上方に遊技球の直径以上の間隔をおい
て位置している。
【０２２２】
　振分手段４６２は、透明な材質からなる振分手段形成部材４６３により形成されている
。この振分手段４６２は、中心が低くなった円形皿状であって遊技球が流入可能な遊技球
通過部４６２ｂが中心を挟んで対向するように左右に並んで二つ形成された、いわゆるク
ルーンをなす振分部４６２ａを備える。流入路４６０ａから流入した遊技球は振分部４６
２ａ上を転動し、何れかの遊技球通過部４６２ｂへ流入するようになっている。また、振
分部４６２ａの周囲には、流入した遊技球が外側へ流出しないように周囲を囲む流出防止
壁４６２ｃが形成されており、特に流入路４６０ａの下流側端部が位置する部分の流出防
止壁４６２ｃは高く形成されている。
【０２２３】
　図５２に示すように排出流路４６４は、遊技球が一列で流下可能な内径を有する流路で
あり、透明な材質からなり排出流路４６４の後方側を形成する排出流路形成部材４６５と
、透明な材質からなり排出流路４６４の前方側を形成する排出流路カバー部材４６６によ
り形成されている。この排出流路４６４は、振分部４６２ａに形成された左右に並んだ二
つの遊技球通過部４６２ｂに流入した遊技球を別々に後方案内流路３８０へ誘導するよう
に、二つの遊技球通過部４６２ｂのそれぞれに対応して左右に並ぶように二つ形成されて
いる。
【０２２４】
　各排出流路４６４は、上流側端部が遊技球通過部４６２ｂに接続するように上方に開口
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し、下流側端部は後方案内流路３８０に接続するように側方に開口するように形成されて
いる。また、各排出流路４６４を流下する遊技球を検出する検出手段をなす排出センサ４
６４ａを設けるために、排出流路形成部材４６５及び排出流路カバー部材４６６には、そ
れぞれセンサ取付部４６５ａ、４６６ａが形成されている。ここに取り付けられる排出セ
ンサ４６４ａから出力される遊技球の検出信号は演出制御装置に入力されるようになって
いる。また、排出流路カバー部材４６６の前面であって各排出流路４６４の前方となる位
置には、各排出流路４６４に遊技球が流入したことに基づく演出内容を示す演出内容表示
４６６ｂが表示されている。
【０２２５】
　演出内容表示４６６ｂの表示には、背景や特図変動表示ゲームの演出態様などの表示装
置４１の表示や、音声の出力、発光装置の発光態様などが異なる演出モードを切り替える
「切替」、特定キャラクタの出現等の特定演出を実行する「演出」、始動記憶に基づく特
図変動表示ゲームの結果を当該特図変動表示ゲームの実行前に報知する先読み予告を実行
する「告知」、何も行わない又は上記のいずれかを行う「？」の四種類が設定されている
。そして、演出制御装置は、排出センサ４６４ａからの検出信号に基づき、遊技球が流入
した遊技球通過部４６２ｂに対応する上記の演出を選択して実行する。すなわち、演出制
御装置が、流下する遊技球が通過した遊技球通過部４６２ｂに備えられた検出手段からの
入力に基づき、遊技の演出態様を選択する演出制御手段をなす。
【０２２６】
　このような構成を有する案内流路３６０を備えることで、図５３に示すように、第１特
別変動入賞装置３４０に入賞した遊技球Ｂは、受入部４３０ａから振分流路４３０に流入
し、分岐部４３０ｂにより左右に振り分けられる。分岐部４３０ｂにより左へ振り分けら
れた遊技球Ｂは、左流路４３０ｃを流下して左分岐流路４４０の流入路４６０ａを流下し
、振分部４６２ａに流入する。そして、振分部４６２ａの遊技球通過部４６２ｂに流入し
た遊技球Ｂは、排出センサ４６４ａで検出された後、排出流路４６４を通って後方案内流
路３８０へ流入する。
【０２２７】
　振分流路４３０は、左分岐流路４４０、右分岐流路４５０、排出流路４６４を構成する
部材は透明な材質からなり、これらは遊技者から視認可能な位置に配されることから、流
下態様や振り分け態様が視認可能となる。これにより、第１特別変動入賞装置３４０に入
賞した遊技球をより長く見せることができ、興趣を向上することができる。さらに、第１
特別変動入賞装置３４０に流入した遊技球を、演出態様を変化させるための新たな演出に
用い、このための振分過程も見せることができるので、より遊技の興趣を向上することが
できる。また、分岐部４３０ｂによる分岐と、振分部４６２ａによる振り分けを行うので
、遊技球の振り分けが複数段階となり、より遊技の興趣を向上することができる。
【０２２８】
　例えば、図５４（ａ）に示すように、演出モードが通常モードである場合に、第１特別
変動入賞装置３４０が開放されて遊技球Ｂが入賞した場合に、図５４（ｂ）に示すように
、「切替」と表示された遊技球通過部４６２ｂに遊技球Ｂが流入して排出センサ４６４ａ
で検出されると、演出モードが特殊モードに変化するようになっている。
【０２２９】
　この図５４に示す例において、第１特別変動入賞装置３４０が開放される場合を２Ｒ確
変、２Ｒ通常、小当りの何れかに当選した場合とし、確率状態に応じて特殊モードへ移行
する確率が異なるようにしてもよい。２Ｒ確変とは、ラウンド数が２ラウンドであり、特
別遊技状態の終了後に高確率状態となる大当りであり、２Ｒ通常とは、ラウンド数が２ラ
ウンドであり、特別遊技状態の終了後に通常確率状態となる大当りである。また、小当り
とは、ラウンド数が２ラウンドであり、確率状態は変化しない当りである。そして、これ
らの当りに当選した場合は、何れに当選したかを明確にせず、確率状態が通常確率状態で
あるか高確率状態であるかが明確に報知されない曖昧報知状態とする。
【０２３０】
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　このような場合に、「切替」と表示された遊技球通過部４６２ｂに遊技球Ｂが流入した
際には、演出制御装置において抽選を行い、抽選に当選した場合には特殊モードへ移行す
るようにし、この抽選において高確率状態である場合のほうが通常確率状態である場合よ
りも当選する確率（特殊モードへ移行する確率）を高くする。これにより、高確率状態で
あることを示唆することができ、確率状態が明確に報知されない曖昧報知状態における遊
技の興趣を高めることができる。
【０２３１】
　なお、本変形例の遊技機では、左分岐流路４４０と右分岐流路４５０とを備え、振分流
路４３０により振り分けるようにしているが、左分岐流路４４０のみを備えるようにして
も良い。また、分岐流路の数を３つ以上としても良い。さらに、振分手段は、固定された
構造物により遊技球を振り分けるものの他、電気的な駆動源により動作することで遊技球
を振り分けるものも含む。また、分岐手段をなす分岐部４３０ｂと振分手段４６２と同じ
機構を有するものであっても良いし、異なる機構を有するものであっても良い。また、各
排出流路４６４に遊技球が流入したことに基づく演出内容は上述したものに限られるもの
ではない。
【０２３２】
　以上のことから、遊技の演出を制御する演出制御手段（演出制御装置）を備え、案内流
路３６０の所定箇所に、通過する遊技球を検出する検出手段（排出センサ４６４ａ）を各
々備える複数の遊技球通過部４６２ｂと、該複数の遊技球通過部４６２ｂの何れかに遊技
球を誘導する振分手段４６２と、を備え、演出制御手段は、流下する遊技球が通過した遊
技球通過部４６２ｂに備えられた検出手段からの入力に基づき、遊技の演出態様を選択す
るようにしていることとなる。
【０２３３】
　また、案内流路３６０は、複数の遊技球通過部４６２ｂと、振分手段４６２と、を各々
備えた複数の分岐流路（左分岐流路４４０、右分岐流路４５０）を備え、複数の分岐流路
の何れかに遊技球を誘導する分岐手段（分岐部４３０ｂ）を備えていることとなる。
【０２３４】
〔第２変形例〕
　次に、上述した実施形態の遊技機の第２変形例について説明する。なお、基本的には、
上述の第１変形例の遊技機と同様の構成を有しており、以下、同様の構成を有する部分に
ついては同じ符号を付して説明を省略し、主に異なる部分について説明する。本変形例の
遊技機は、振分流路４３０の構成が異なる。
【０２３５】
　本変形例の遊技機は、図５５から図５８に示すように、振分流路４３０に形成した分岐
部４３０ｂに替えて電気的駆動源により動作する振分装置４７０を備えている。振分装置
４７０は、遊技球を受け入れる切欠状の受入凹部４７１ａを有する回転部材４７１と、該
回転部材４７１を回転駆動する電気的駆動源をなすモータ４７２と、を備える。
【０２３６】
　回転部材４７１は円盤状であり、裏面の中心に設けられた前後に延在する回転軸がモー
タ４７２により回転駆動されることで回転するようになっている。この回転部材４７１に
は、外周面側に向けて開口した受入凹部４７１ａが形成されている。この受入凹部４７１
ａは遊技球を一個受入可能な大きさとなっている。回転部材４７１は、振分流路４３０に
おける左流路４３０ｃと右流路４３０ｄとの分岐部分に配設され、受入部４３０ａから流
入した遊技球は、受入凹部４７１ａを経由しなければ左流路４３０ｃや右流路４３０ｄに
流入することができないようにされている。また、モータ４７２は演出制御装置により制
御されるようになっており、左流路４３０ｃと右流路４３０ｄの何れの流路に遊技球を流
入させるかを制御できるようになっている。すなわち、振分装置４７０は複数の分岐流路
（左分岐流路４４０、右分岐流路４５０）の何れかに遊技球を誘導する分岐手段をなす。
【０２３７】
　図５８（ａ）に示すように、受入凹部４７１ａが受入部４３０ａ側に向いている状態で
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は、受入部４３０ａから流入した遊技球Ｂを受入可能である。受入凹部４７１ａには遊技
球Ｂが一個のみ受け入れ可能であるので、２個以上の遊技球Ｂが受入部４３０ａから流入
した場合は、受入凹部４７１ａに流入した遊技球Ｂの上方に一列に重なった状態となる。
【０２３８】
　そして、受入凹部４７１ａに遊技球Ｂを受け入れた状態で、図５８（ｂ）に示すように
反時計回りに回転部材４７１を回転させると、受入凹部４７１ａの遊技球Ｂは左流路４３
０ｃへ排出される。このとき、受入凹部４７１ａに流入できなかった遊技球Ｂは、回転部
材４７１の外側面により流下が規制された状態となり、空になった受入凹部４７１ａが図
５８（ａ）に示す状態に戻った際に受入凹部４７１ａに流入する。また、受入凹部４７１
ａに遊技球Ｂを受け入れた状態で、図５８（ｂ）に示すように時計回りに回転部材４７１
を回転させると、受入凹部４７１ａの遊技球Ｂは右流路４３０ｄへ排出される。
【０２３９】
　このような振分装置４７０を備えることで、遊技球を一個ずつ所定の時間間隔をおいて
分岐流路へ流入させることができるので、振分部４６２ａに多量の遊技球が流入して球詰
まりが発生することを防止できる。また、何れの分岐流路へ遊技球を流入させるかを制御
することができるので、遊技状態等に応じてどのような演出態様の変化を可能とするかを
制御することができる。例えば、始動記憶に大当りとなる始動記憶がある場合には、先読
み予告を実行する「告知」を選択可能な右分岐流路４５０への誘導割合を高くし、先読み
予告を実行しやすくすれば、興趣を高めることができる。また、高確率状態である場合は
、演出モードを切り替える「切替」を選択可能な左分岐流路４４０への誘導割合を高くす
れば、上述したような演出モードの切替による確率状態の示唆を行うことができ、興趣を
高めることができる。
【０２４０】
　なお、振分装置４７０は、演出制御装置による制御により、何れの分岐流路へ遊技球を
流入させるかを選択できるものであれば良く、例えば、電気的駆動源により左右に傾ける
ことができるシーソー部材を備え、シーソー部材の傾く方向により遊技球を誘導する流路
を切り替えるようにしても良い。
【０２４１】
〔第３変形例〕
　次に、上述した実施形態の遊技機の第３変形例について説明する。なお、基本的には、
上述の第１変形例の遊技機と同様の構成を有しており、以下、同様の構成を有する部分に
ついては同じ符号を付して説明を省略し、主に異なる部分について説明する。本変形例の
遊技機は、案内流路３６０の構成が異なる。
【０２４２】
　本変形例の遊技機は、図５９（ａ）に示すように、流入路４６０ａの後方に隣接して配
される迂回流路４８０と、振分流路４３０から受け入れた遊技球を流入路４６０ａと迂回
流路４８０との何れに流下させるかを切り替える切替手段４９０とを備えている。
【０２４３】
　図５９（ｂ）に示すように、流入路４６０ａの上流側部分の裏面側には、遊技球が通過
可能な開口４６０ｂが形成されている。そして、図５９（ａ）に示すように、この部分に
は、振分流路４３０からの遊技球を流入路４６０ａへ流下させる第１状態と、振分流路４
３０からの遊技球を迂回流路４８０へ遊技球を流下させる第２状態と、に変換可能な切替
板４９１を備える切替手段４９０が設けられている。また、流入路の４６０ａの上流側に
は流入路４６０ａへ流入する遊技球を検出する流入検出手段をなす検出センサ４９２が設
けられている。
【０２４４】
　切替板４９１は下端部に板面に沿った回動軸４９１ａを有し、この回動軸４９１ａが流
入路４６０ａの裏面に形成された開口４６０ｂの下端に、流入路４６０ａの裏面に沿って
水平に保持されるようになっている。この切替板４９１は図示しない電気的駆動源により
回動軸４９１ａを中心として回動駆動され、開口４６０ｂを閉鎖するように流入路４６０
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ａの裏面に沿って垂直となり、振分部４６２ａへの遊技球の流下を可能とする第１状態と
、流入路４６０ａの内部へ傾倒し、振分流路４３０から流下する遊技球を、開口４６０ｂ
を通して後方の迂回流路４８０へ誘導する第２状態と、に変換可能となっている。
【０２４５】
　迂回流路４８０は、流入路４６０ａ及び排出流路４６４の裏面に沿って配されるように
なっており、上端部の前面には流入路４６０ａの開口４６０ｂから排出された遊技球を受
け入れる流入口４８０ａを備える。また、下流側端部は後方案内流路３８０へ連通するよ
うになっており、振分流路４３０からの遊技球を、振分部４６２ａを経由せずに外部へ排
出可能となっている。
【０２４６】
　切替手段４９０の制御は演出制御装置が行うようになっている。演出制御装置は第１特
別変動入賞装置３４０の開放とともに切替板４９１を第１状態とする。演出制御装置には
検出センサ４９２からの遊技球の検出信号が入力されるようになっており、第１特別変動
入賞装置３４０の開放後、所定数（例えば１個）の遊技球を検出した後に切替板４９１を
第２状態に変換する。すなわち、演出制御装置が切替手段４９０を制御する切替制御手段
をなす。これにより振分部４６２ａに多量の遊技球が流入して球詰まりが発生することを
防止できる。また、振分部４６２ａによる遊技の演出をわかりやすくすることができる。
【０２４７】
　なお、このような切替制御を行う場合を１５Ｒ大当りのように第１特別変動入賞装置３
４０の開放時間が長く多量の遊技球が流入する場合にのみ行うようにしても良い。すなわ
ち、２Ｒ大当りのように第１特別変動入賞装置３４０の開放時間が短い場合は、流入する
遊技球の数が少ないため、常時第１状態としても良い。また、このような切替手段４９０
は第２変形例の遊技機にも適用可能である。
【０２４８】
　以上のことから、案内流路３６０に遊技球通過部４６２ｂを有しない迂回流路４８０を
備えるとともに、振分手段４６２の上流側に、遊技球の通過を検出する流入検出手段（検
出センサ４９２）と、迂回流路４８０へ遊技球を誘導するか否かの切り替えを行う切替手
段４９０と、を備え、流入検出手段での遊技球の検出数が所定数未満である場合は、迂回
流路４８０へ遊技球を誘導しないように切替手段４９０を制御し、流入検出手段での遊技
球の検出数が所定数以上である場合は、迂回流路４８０へ遊技球を誘導するように切替手
段４９０を制御する切替制御手段（演出制御装置）を備えていることとなる。
【０２４９】
　以上のような遊技機１０は、表示装置４１と、該表示装置４１の前面側で動作する可動
演出部材を備えた可動演出ユニットを備える遊技機であって、可動演出ユニットは、第１
可動演出ユニット１００を含み、第１可動演出ユニット１００は、第１可動演出部材１４
０と、第１可動演出部材１４０を表示装置４１の表示面４５に沿って動作する第１駆動機
構１１０と、を備え、第１可動演出部材１４０は、第１駆動機構１１０により表示装置４
１の表示面４５に沿って動作される台座部１４１と、台座部１４１に回動軸１４１ｃを介
して回動可能に軸着された第１装飾部材１４２と、第１装飾部材１４２に設けられたガイ
ド軸１４４ｆと、を備え、第１可動演出ユニット１００に、台座部１４１の動作方向に沿
って配設され、ガイド軸１４４ｆを案内するガイド部１１９ａを有するガイド部材１１９
を備え、ガイド軸１４４ｆを台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向に沿って回動軸
１４１ｃと重ならない位置に配し、ガイド部１１９ａを台座部１４１の動作に伴って回動
軸１４１ｃとガイド軸１４４ｆとの台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向の距離が
変化するようにガイド軸１４４ｆを案内するように構成することで、台座部１４１の動作
に伴って第１装飾部材１４２が回動するようにしている。
【０２５０】
　したがって、ガイド軸１４４ｆを台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向に沿って
回動軸１４１ｃと重ならない位置に配し、ガイド部１１９ａを台座部１４１の動作に伴っ
て回動軸１４１ｃとガイド軸１４４ｆとの台座部１４１の動作方向に対して垂直な方向の
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距離が変化するようにガイド軸１４４ｆを案内するように構成することで、台座部１４１
の動作に伴って第１装飾部材１４２が回動するようにしたので、簡便な構造で効果的な演
出ができ遊技の興趣を向上させることができる。すなわち、台座部１４１の移動に伴う第
１装飾部材１４２の表示面４５に沿った動作と、台座部１４１に対する第１装飾部材１４
２の回動動作とを一つの駆動機構により実現でき、簡便な構造とすることができる。また
、ガイド部１１９ａによるガイド軸１４４ｆの案内態様を予め設定することで、第１装飾
部材１４２を表示面４５に沿って動作させる過程における任意の位置で第１装飾部材１４
２に所望の回動動作をさせることが容易にでき、複雑な動きを簡便な構造により実現する
ことができる。さらに、第１駆動機構１１０による台座部１４１の移動量を制御するだけ
でこのような複雑な動きを実現できるため、制御の負担も軽減することができる。
【０２５１】
　また、可動演出ユニットは、第２可動演出ユニット１５０及び第３可動演出ユニット１
８０を含み、第１可動演出ユニット１００は、台座部１４１を動作方向に沿って案内する
第１スライド機構１３１を備え、第２可動演出ユニット１５０は、第２可動演出部材１７
０と、該第２可動演出部材１７０を表示面４５に沿って動作する第２駆動機構１６０と、
該第２可動演出部材１７０を動作方向に沿って案内する第２スライド機構１３２と、を備
え、第３可動演出ユニット１８０は、第３可動演出部材２００と、該第３可動演出部材２
００を表示面４５に沿って動作する第３駆動機構１９０と、該第３可動演出部材２００を
動作方向に沿って案内する第３スライド機構２１１と、を備え、第２可動演出部材１７０
は、第１可動演出部材１４０の前側に位置し、第１可動演出部材１４０及び第２可動演出
部材１７０は、表示面４５の左右方向一側の第１初期位置から左右方向に沿って表示面４
５の中央側へ動作可能であり、第３可動演出部材２００は、表示面４５の左右方向他側の
第２初期位置から左右方向に沿って表示面４５の中央側へ動作可能であり、第１駆動機構
１１０、第２駆動機構１６０及び第３スライド機構２１１を表示面４５の上下方向一側に
配設するとともに、第１スライド機構１３１、第２スライド機構１３２及び第３駆動機構
１９０を表示面４５の上下方向他側に配設するようにしている。
【０２５２】
　したがって、第１駆動機構１１０、第２駆動機構１６０及び第３スライド機構２１１を
表示面４５の上下方向一側に配設するとともに、第１スライド機構１３１、第２スライド
機構１３２及び第３駆動機構１９０を表示面４５の上下方向他側に配設するようにしたの
で、簡便な構造で効果的な演出ができ遊技の興趣を向上させることができる。また、複数
の可動演出部材を効率よく配設できる。すなわち、表示面４５の左右方向一側に配される
第１可動演出部材１４０と第２可動演出部材１７０は、それぞれ駆動機構やスライド機構
を同じ側に配設することで効率よく配設することができ、他の可動装置や装飾装置の配置
に制約を与えないようにすることができる。また、表示面４５の左右方向他側に配される
第３可動演出部材２００は、第１可動演出部材１４０や第２可動演出部材１７０とは駆動
機構やスライド機構の配置が上下逆の配置となるので、これらの駆動機構やスライド機構
と配設位置が干渉せず、効率よく配設することができる。
【０２５３】
　また、第１可動演出部材１４０は、第２可動演出部材１７０及び第３可動演出部材２０
０よりも表示面４５の中央側へ移動可能であり、ガイド部１１９ａは、第１可動演出部材
１４０が第２可動演出部材１７０の動作範囲よりも表示面４５の中央側へ移動した位置で
、第１装飾部材１４２を第１初期位置における当該第１装飾部材１４２の状態である常態
位置から回動させるように構成されている。
【０２５４】
　したがって、ガイド部１１９ａは、第１可動演出部材１４０が第２可動演出部材１７０
の動作範囲よりも表示面４５の中央側へ移動した位置で、第１装飾部材１４２を第１初期
位置における当該第１装飾部材１４２の状態である常態位置から回動させるように構成さ
れているので、遊技者から第１装飾部材１４２が視認可能な状態となってから第１装飾部
材１４２の回動動作が行われるようになり、効果的に演出を行うことができる。
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【０２５５】
　また、第１可動演出部材１４０は、第１装飾部材１４２を常態位置に戻すように付勢す
る付勢部材（ねじりコイルばね１４７）を備えている。
【０２５６】
　したがって、第１可動演出部材１４０は、第１装飾部材１４２を常態位置に戻すように
付勢する付勢部材を備えるので、第１装飾部材１４２を第１初期位置に収容できなくなる
不具合の発生を防止することができる。また、第１可動演出部材１４０の動作時における
第１装飾部材１４２のがたつきを防止することができる。
【０２５７】
　また、第１装飾部材１４２は、表示面４５における表示と関連した演出を行う演出表示
部（主表示部１４３ａ、副表示部１４３ｂ）を備えている。
【０２５８】
　したがって、第１装飾部材１４２は表示面４５における表示と関連した演出を行う演出
表示部を備えるので、効果的な演出を行うことができる。
【０２５９】
　また、表示面４５において、複数の識別情報を変動表示する変動表示ゲームを表示し、
当該変動表示ゲームの結果が予め定められた特別結果態様となる場合に遊技者に遊技価値
を付与する特別遊技状態を発生する制御手段（遊技制御装置、演出制御装置）を備え、制
御手段は、第１駆動機構１１０、第２駆動機構１６０及び第３駆動機構１９０を制御し、
第１可動演出部材１４０、第２可動演出部材１７０及び第３可動演出部材２００を複数の
識別情報の変動表示と関連して動作するようにしている。
【０２６０】
　したがって、制御手段は、第１駆動機構１１０、第２駆動機構１６０及び第３駆動機構
１９０を制御し、第１可動演出部材１４０、第２可動演出部材１７０及び第３可動演出部
材２００を複数の識別情報の変動表示と関連して動作するので、効果的な演出を行うこと
ができる。
【０２６１】
　なお、本発明の遊技機は、遊技機として、前記実施の形態に示されるようなパチンコ遊
技機に限られるものではなく、例えば、その他のパチンコ遊技機、アレンジボール遊技機
、雀球遊技機などの遊技球を使用する全ての遊技機に適用可能である。
【０２６２】
　また、今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって
示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意
図される。
【符号の説明】
【０２６３】
１０　遊技機
４１　表示装置
４５　表示面
１００　第１可動演出ユニット
１１０　第１駆動機構
１１９　ガイド部材
１１９ａ　ガイド部
１３１　第１スライド機構
１３２　第２スライド機構
１４０　第１可動演出部材
１４１　台座部
１４１ｃ　回動軸
１４２　第１装飾部材
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１４３ａ　主表示部（演出表示部）
１４３ｂ　副表示部（演出表示部）
１４４ｆ　ガイド軸
１４７　ねじりコイルばね（付勢部材）
１５０　第２可動演出ユニット
１６０　第２駆動機構
１７０　第２可動演出部材
１８０　第３可動演出ユニット
１９０　第３駆動機構
２００　第３可動演出部材
２１１　第３スライド機構
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